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スポーツを行う者の心得 （「日本スポーツ協会スポーツ憲章」抜粋）

国民スポーツ大会マーク

　昭和22年に国民体育大会のシンボルとして制定され、第２回大会
から使用されることになりました。
　30度右傾斜した赤色の火炎を直径10分の１の幅の紺青色の円帯で
囲んであります。

● スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。
● 競技規則はもとより、自ら属する団体の規則を尊重し、フェアプレーの精神を尊重する。
● 常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。
● アンチ・ドーピングに関する規定を遵守する。

スローガン
　山形の山々を駆け抜ける風のように、選手たちが存分に力を発揮してほしいという期待や、そ
こに集まる全ての人々の想いが一つとなり、皆の夢が叶えられる未来への願いを込めています。

テーマ
　雪が彩る冬の山形で、皆が温もりあふれるおもてなしの心を感じ、一人ひとりの思い出に残る
大会となり、希望に満ちた明るい未来へつなげていきたいという想いを表しています。

シンボルマーク

　山形県を印象付ける山を大きく配置し、流れるようなスピード感とシュ
プールや風をイメージした曲線で冬季大会らしさを表現しました。中央に
配した雪の結晶は、選手たちの輝きやそこに集う人々の一体感を表してい
ます。



競技会開始宣言

山形県知事　吉　村　美栄子

　はじめに、元日に発生しました「能登半島地震」によりお亡くなりになられた方々に深く哀悼の意を
表しますとともに、被害に遭われた方々に心からお見舞い申し上げます。
　第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会に御参加の皆様、ようこそ山形県にお越しください
ました。県民をあげて心から歓迎申し上げます。
　選手の皆様には、大会スローガン「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」のもと、それぞれの郷土の栄えあ
る代表として日頃の練習の成果を存分に発揮され、山形市・上山市・最上町のそれぞれの会場地で熱戦
を繰り広げていただくよう祈念申し上げ、ここに、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会「や
まがた雪未来国スポ」の開始を宣言いたします。

日本スポーツ協会あいさつ

公益財団法人 日本スポーツ協会　会長　遠　藤　利　明

　はじめに、本年１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」によりお亡くなりになられた方々のご
冥福をお祈り申し上げますとともに、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。また、被災され
た方々の御支援や復興に向けて御尽力されている多くの方々に心から感謝と敬意を表する次第です。
　さて豊かな自然と、出羽三山をはじめとする精神文化や　歴史、美食・美酒などの魅力あふれるここ
山形県において、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会が開催されますことは、誠に喜ばし
い限りです。また私にとりましても、地元での開催とあって尚更うれしい思いです。
　昭和21年から始まり、数多くの歴史を紡いできた「国民体育大会」から名称を変更し、初めてとなる「国
民スポーツ大会」は、新たなスポーツの未来へ向けて力強い一歩を踏み出す大会として開催いたします。
　「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」がスローガンの今大会では、山形の山々を駆け抜ける風のように、
選手たちが存分に力を発揮してほしいという期待が込められています。
　栄えある郷土の代表として参加される選手の皆さんのフェアプレー精神のもと、日頃鍛えた「力と技」
を存分に発揮し、スポーツの価値を改めて感じてください。皆さんの活躍で、全国に元気と勇気を届け
ていただくよう切望いたします。
　各都道府県からお越しの関係の皆様には、温泉やおいしいお酒・食べ物などぬくもりあふれる山形の
おもてなしを存分に味わって下さい。
　結びに、冬季大会の開催地選定が大変厳しい中、短期間の準備での開催をお引き受けくださいました
山形県並びに山形市、上山市、最上町とりわけ、雪の少ない中で会場設営に御尽力いただきました多く
の関係者の皆様、日本スポーツ振興センター並びにJKAをはじめご関係の方々のご理解とご尽力に対し
まして心から感謝の意を表し、併せて大会の成功を祈念申し上げ、あいさつといたします。

開始式①



スポーツ庁あいさつ

スポーツ庁長官　室　伏　広　治

　はじめに、「令和６年能登半島地震」によってお亡くなりになられた方々に、深く哀悼の意を表します
とともに、御遺族と被害に遭われた方々に心からのお見舞いを申し上げます。
　また、被災者の救護と被災地の復興支援のためにご尽力されている方々に深く敬意を表します。
　第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会が開催されるにあたり、一言御挨拶申し上げます。
　選手の皆さん、栄えある郷土の代表として「やまがた雪未来国スポ」に出場されますこと、誠におめ
でとうございます。
　これまで積み重ねてこられた練習の成果を遺憾なく発揮されるとともに、今大会から将来、世界の舞
台へ羽ばたくアスリートが数多く輩出されることを期待しています。
　併せて、山形県の多彩な魅力を体感するとともに、全国のトップアスリートや山形県の皆さんとの親
睦を深め、友情と交流の輪を広げられ、思い出に残る大会となりますことを心から願っております。
　「国民体育大会」は、今年から「国民スポーツ大会」に名称が変わりましたが、本大会のスローガンで
ある「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」のもと、全国から集う選手たちが、白銀に舞い、美しさ、速さ、
強さを競い合うことで国民に夢と感動を与えるとともに、ウインタースポーツの魅力を全国に発信し、
スキー競技の更なる発展に寄与するものと確信しております。
　結びに、大会開催にあたり御尽力いただきました地元山形県並びに山形市・上山市・最上町をはじめ
関係の皆様方の御支援・御協力に対し、心から感謝の意を表しまして、挨拶といたします。

中央競技団体あいさつ

公益財団法人 全日本スキー連盟　会長　勝　木　紀　昭

　はじめに、年始に起こった「令和６年能登半島地震」の被災地の皆様には謹んでお見舞い申し上げます。
　第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会「やまがた雪未来国スポ」が、山形県山形市、上山
市及び最上町を舞台に開催されますことを、心よりお祝い申し上げます。
　今シーズン、東北地方におかれましては、過去に例を見ないほどの小雪となり、特にアルペンスキー
競技は、開催の危機に直面致しましたが、開催地である最上町の皆さまをはじめとした本当に多くの方々
の『熱い思い』により開催に漕ぎつけていただけました。トラックで大量の雪を運び込み不眠不休の作
業があったと聞き及んでおります。また、明日もスキー場の小石を拾う作業を行うそうであります。改
めて、ご尽力いただきました皆様に御礼申し上げます。
　皆様からの支えに応え、全国から集まった選手が、「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」という大会スロー
ガンのもと、躍動感あふれる戦いを展開することを期待しております。
　長くわが国のアスリートやスポーツ愛好家の目標や憧れであり続けた「国民体育大会」も、本大会か
ら「国民スポーツ大会」へと名称を変えることになりました。新たな歴史のスタートを切るこの記念す
べき大会において、参加される選手の皆様にもその歴史の一部を担っていただくことになります。
　また、山形県において冬季大会が開催されるのは2014年以来10年ぶりのこととなります。今大会の会
場となる赤倉温泉スキー場、アリオンテック蔵王シャンツェ、上山・坊平高原クロスカントリー競技場は、
県内有数の施設であり全日本的にも有名であります。国内外のトップレベルの大会を今まで開催されて
きました。
　その様な全国トップレベルの舞台で、各地の予選会を勝ち抜いてきた選手の皆様が、郷土の代表とし
て日頃鍛えた力と技を十分に発揮し、全国の皆様に夢と希望、そして感動を与える熱い戦いを展開して
くれることを期待しております。また、我が国最大の国民スポーツの祭典に参加された皆様が、スキー
を通してお互いの親睦と友情を深め、素晴らしい思い出を作られることを願っております。
　終わりになりますが、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力を賜りました山形県山形市、上山市及
び最上町、そして公益財団法人日本スポーツ協会をはじめとする関係団体、大会関係者の皆様に敬意と
感謝を申し上げ、併せて本大会の成功を祈念し、ごあいさつとさせていただきます。

開始式②



歓迎のことば
山形県議会　議長　森　田　　　廣

　歓迎のあいさつに先立ち、元日に発生しました「令和６年能登半島地震」により犠牲になられた方々
に深く哀悼の意を表しますとともに、御遺族と被害に遭われた方々に心から御見舞い申し上げます。
　華やかに賑々しくオープニングセレモニーが開かれました第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー
競技会「やまがた雪未来国スポ」が、全国各地から多くの選手並びに役員の皆様をお迎えして、ここ山
形県において盛大に開催されますことは、私ども山形県民にとりまして、誠に光栄であり、このうえな
い喜びであります。山形県議会を代表いたしまして、県民とともに心から歓迎を申し上げます。
　　「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」をスローガンに開催されます本大会は、本県にとりまして10年振
りに開催されるスキー競技会であり、県民が待ち望んでいた大会であります。
　選手の皆様には、日ごろの練習で培われた力と技を存分に発揮されますとともに、競技を通じて得ら
れた友情と交流の輪が広がり、思い出深く、心に残る素晴らしい大会となりますよう念願いたしており
ます。
　また、御来県いただきました皆様におかれましては、ぜひこの機会に、山形県の雄大な自然や豊富な
温泉、全国トップブランドの牛肉をはじめ、自慢のおいしい食材を使った美食などを十分に堪能される
とともに、人情味あふれる県民との交流を通じて、山形らしい温かなおもてなしや山形の魅力に触れて
いただければ幸いに存じます。
　結びに、本大会の開催と運営にあたり、暖冬による雪不足が心配されたなかで多大な御尽力を賜りま
した関係者並びに地元の皆様に深く感謝を申し上げますとともに、本大会の御成功と選手の皆様の御健
闘を心から祈念いたしまして、歓迎のことばといたします。

歓迎のことば
山形市長　佐　藤　孝　弘

　このたびの「能登半島地震」におきまして、亡くなられた方々の御冥福をお祈り申し上げますとともに、
被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。今、山形県からも様々な形で応援をさせていただいて
おります。これから長きにわたる復旧復興に向けまして、しっかりと寄り添わせていただきたいと考え
ております。
　「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」のスローガンのもと、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競
技会「やまがた雪未来国スポ」が、盛大に開催されますことは誠に喜ばしく、厳しい予選を勝ち抜かれ、
全国各地からお越しいただきました選手並びに関係者の皆様を心より歓迎申し上げます。
　ジャンプ競技の会場となる山形市の「アリオンテック蔵王シャンツェ」は、FIS女子スキージャンプワー
ルドカップ蔵王大会や、サマースキージャンプ山形蔵王大会を開催しており、国内外のトップ選手から
参戦いただいているほか、大会運営においても高い評価を受けております。また、今大会に向けては陸
上自衛隊の皆様から御協力いただき万全の会場準備を行うとともに、選手の皆様がより安全により早く
移動できるようスロープカーの改修工事を行うなど、アスリートファーストの大会運営に取り組んでお
ります。
　選手の皆様には、郷土の期待と誇りを胸に、日ごろ鍛え抜かれた技と力を存分に発揮され、熱い戦い
を繰り広げられますとともに、本大会を通して、選手同士はもとより、多くの市民の皆様とふれあい、
交流を深められますことをご期待申し上げます。
　さて、皆様をお迎えする山形市は、会場となります蔵王温泉をはじめ、俳聖松尾芭蕉が「閑さや岩に
しみ入る蝉の声」を詠んだ山寺などの観光地を有し、まろやかで甘みのある「山形牛」や、香り高い「そ
ば」、郷土料理である「芋煮」などの食文化に恵まれた街です。また、「ラーメン消費額日本一のまち」と
して山形市が全国ニュースに登場したのをご覧になられた方もいらっしゃるかと思います。
　ぜひ皆様には、競技の後に山形の食を楽しんでいただきたいと思います。そして、これから何度でも
山形県にお越しいただければ幸いです。
　結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力をいただきました公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団
法人全日本スキー連盟、山形県ほか関係各位に対し、深く感謝を申し上げますとともに、本大会のご成
功と各選手のご健闘をお祈り申し上げ、挨拶といたします。

開始式③



中央競技団体あいさつ

公益財団法人 全日本スキー連盟　会長　勝　木　紀　昭

　第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会は、本日無事に表彰式を迎える運びとなりました。
本大会において総合優勝を果たされた北海道選手団の皆様、そして個人の特に優秀な成績をあげた皆様
には、日ごろのたゆまぬ努力が結果と心よりお喜び申し上げます。
　「国民体育大会」から「国民スポーツ大会」へと名称が変わり、新たな歴史のスタートとなった本大会は、
出場したすべての選手の皆様にとってすばらしい大会となったと同時に、多くの応援サポーターの皆様、
そして大会開催にかかわった皆様にとって心に残る大会になったと確信しております。
　このようなすばらしい大会が無事終了できたことを喜ぶとともに、今後もこのような大会を数多く開
催できるよう、中央競技団体として誠心誠意努力していきたいと考えております。
　最後にこの大会を成功に導いていただいた公益財団法人日本スポーツ協会、文部科学省、山形県山形市、
上山市、最上町、そして多くの大会関係者の皆様の御努力・御尽力に深甚なる敬意を表すとともに、心
から感謝を申し上げます。
　来年のこの大会は、秋田県での開催となります。今大会同様、熱い戦いが繰り広げられることを期待し、
あわせて皆様のさらなる御盛栄を祈念して、中央競技団体としてのあいさつとさせていただきます。あ
りがとうございました。

会場地あいさつ

上山市長　山　本　幸　靖

　今大会において素晴らしい成績を収められた選手団の皆さん、おめでとうございます。皆様の日々の
練習の成果が遺憾なく発揮された結果だと思います。心から敬意とお祝いを申し上げます。
　記録的な暖冬により雪が降らない日が続き、大会の開催が心配されましたが、大会関係者の御尽力に
より無事に開催することができました。日本スポーツ協会、全日本スキー連盟をはじめ、大会の企画運
営およびコース整備などに御尽力いただきました関係者の皆様に、心から御礼を申し上げます。本当に
ありがとうございました。
　さて、今大会は国民スポーツ大会に名称が変わり初めての開催でした。山形市、上山市、最上町各会
場で素晴らしい熱戦が繰り広げられました。
　選手の華麗なテクニックや躍動感あふれる動き、手に汗握るレース展開など本当に全国からお越しの
観客の皆さんを魅了しました。
　そして、競技が終わったあとには、山形が誇る美食、美酒、温泉などを堪能され、選手団や関係者の
皆様の交流もより一層深まったことと思います。
　本日２月24日はクロスカントリーの日だそうです。これに因み、少しだけクロスカントリーの宣伝を
させて下さい。上山市坊平高原にありますアスリートヴィレッジはスポーツ庁からナショナルトレーニ
ングセンターの高地トレーニング強化拠点施設に指定をいただいており、一年を通して、夏も冬もさま
ざまな世界のトップアスリートが合宿に訪れております。先般の冬季北京オリンピックや世界大会に数
多く出場された選手にも利用いただいております。
　今回の国スポをきっかけに、今後多くの選手の方々が当施設を訪れトレーニングに励んでいただけれ
ばと思います。
　山形は冬のみならず四季に素晴らしいものがたくさんあります。この春から山形県全域をあげて、観
光キャンペーンを実施します。また違った季節にお越し頂いて、山形のすばらしさに触れていただけれ
ばと思います。
　結びになりますが、国民スポーツ大会の御発展と皆さまの益々の御発展、御活躍を心から祈念を申し
上げまして、会場地の代表あいさつといたします。
　それではまた、山形でお会いしましょう。

表彰式①



競技会終了宣言

山形県副知事　平　山　雅　之

　全国からお集まりいただきました選手・役員の皆様、４日間にわたる大会、大変お疲れさまでした。
　「一瞬の風になり 叶えよ君の夢」のスローガンのもと、それぞれの郷土の代表として選手の皆様が繰
り広げられた熱戦は、大きな感動を呼びました。
　また、全国から御参加の皆様との交流は、我々山形県民にとってかけがいのない大きな財産となりま
した。おかげさまをもちまして、本日滞りなく全日程を終了することができました。
　今大会の開催にあたり、準備・運営に御尽力いただきました役員並びに関係者の皆様に、心から感謝
申し上げます。そして、選手の皆様の今後ますますの御健勝、御活躍を祈念いたしまして、ここに第
７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会「やまがた雪未来国スポ」の終了を宣言いたします。

表彰式②



開　始　式

撮影・山形新聞社



開始式　歓迎アトラクション

撮影・山形新聞社



ジャイアントスラローム

撮影・山形新聞社



クロスカントリー

撮影・山形新聞社



スペシャルジャンプ　コンバインド

撮影・山形新聞社



表　彰　式

撮影・山形新聞社



雪未来ひろば



大会への協力

撮影・山形新聞社



広報活動・スナップ①（協賛車両等、花笠まつり、カウントダウンボード）



広報活動・スナップ②



最上町赤倉温泉スキー場　雪の状況と開催までの経緯
【開催までの経緯】
１月上旬：記録的な暖冬、雪不足で開催が危ぶまれる。

県、最上町、関係機関と協議を進める。

２月上旬：雪入れ開始

２月６日：第２回組織委員会
雪入れの状況等について経過報告。

２月中旬：気温が高い状況が続き、積雪減少、懸命
の雪入れが続く。

２月16日：スタート位置変更によるコース短縮決定。

２月19日：第３回組織委員会
上記について正式決定。

２月20日：主催者連絡会議
全種目予定通り実施することを最終確認。

２月21 ～ 24日：競技会開催。

①ダンプで雪を運び入れ、ショベルで均す。

②ピステンでコース上に押し上げる。

③ホイールローダーでコースを迂回し運ぶ。

④手作業で整備し、小石等取り除く。

⑤ ジャイアントスラローム競技開始当日（２月22日）の様子
　▶ 大会開始式当日（２月21日）約１ケ月ぶりにまとまっ

た降雪があり、大会期間中は白銀の世界の中で熱戦が
繰り広げられた。
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懸垂幕

のぼり

やまがた雪未来国スポ  お問い合わせ先

スキー競技の紹介

第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実行委員会事務局（山形県教育局国民スポーツ大会推進課内）
〒990－8570  山形県山形市松波２－８－１  TEL 023－630－2488  FAX 023－630－2868 大会HP

クロスカントリー
　選手の体力・持久力・技術・
戦術などの高度な能力が十分に
発揮できるように、登り・下り・
平地を組み合わせたコースが設
定されます。
　個人種目では、ビブナンバー
順に１人ずつスタートし、コー
スを周回してゴールし、所要タ
イムで順位を競います。リレー
は、都道府県の
全チームが一斉
にスタートし、
最終走者のゴー
ル通過順位がそ
のまま順位とな
ります。

スペシャルジャンプ
　空中を勇壮・豪快・華麗に滑
空するため、スキー競技の華と
もいわれています。
　競技は、２本のジャンプの合
計得点で競います。得点には、
飛んだ距離をポイントに置き換
えた「飛距離点」と、空中・着
地等での美しさやダイナミック
さをポイントにした「飛型点」
があります。

コンバインド
　ジャンプ競技とクロスカント
リー競技の２種目を合わせて
（コンバイン）勝敗を競います。
　ジャンプでは瞬発力、クロス
カントリーでは持久力が試され、
総合的な運動能力を求められる
ため、その勝者は「KING of 
SKI」（スキーの王様）として称
されます。

ジャイアントスラローム
　山の斜面に旗を立て、その間
を滑りぬけながら速さを競う競
技で、主にヨーロッパアルプス
の山岳地方で発達してきたこと
からアルペン種目と呼ばれます。
コース内にセットされた全ての
ゲート（赤と青の旗門）を順番
どおりに通過してゴールした所
要タイムを競います。

開 　 催 　 日 　 程

開催情報・競技案内

（凡例）　◎開始式・表彰式　○競技日　◇公式練習日　◆予備ラウンド

山　形　市

最　上　町

上　山　市

山　形　市

山形市・上山市

会　場　地 式　典・競　技 会　　　　場
日　　　程
2024年２月

21（水） 22（木） 23（金） 24（土）
開 始 式

表 彰 式

ジャイアントスラローム

ク ロ ス カ ン ト リ ー

ス ペ シ ャ ル ジ ャ ン プ

コンバインド
ジャンプ

クロスカントリー

◎

◇

◇◆

◯ ◯ ◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◎

やまぎん県民ホール（山形県総合文化芸術館）

山形テルサ「テルサホール」

最上町赤倉温泉スキー場

上山・坊平高原クロスカントリー競技場

山形市蔵王ジャンプ台（アリオンテック蔵王シャンツェ）

上山・坊平高原クロスカントリー競技場

7

112

会 場 ❷
●開始式
　やまぎん県民ホール
●表彰式
　山形テルサ

会 場 ❸
●スペシャルジャンプ
●コンバインドジャンプ
　アリオンテック蔵王
　シャンツェ

会 場 ❶
●ジャイアントスラローム
　最上町
　赤倉温泉スキー場

会 場 ❹
●クロスカントリー
●コンバインドクロスカントリー
　上山・坊平高原クロス
　カントリー競技場

山形上山IC山形上山IC

山形蔵王IC山形蔵王IC

山形JCT山形JCT

新庄IC新庄IC

至  秋田至  秋田

至  新潟至  新潟

モガンバモガンバ

カセ坊カセ坊

はながた
ベニちゃん
はながた
ベニちゃん

尾花沢IC尾花沢IC

東北中央自動車道東北中央自動車道
山形新幹線山形新幹線

13
47 東

北
新
幹
線

会場 ❷
山形駅より
徒歩約５分

会場 ❸
山形蔵王ICより
車で約30分

会場 ❹
山形上山ICより
車で約30分

会場 ❶
新庄ICより
車で約40分

山形駅山形駅

公式ポスター 大会チラシ

［会場地］
［主　催］

競技会プログラム第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　やまがた雪未来国スポ　競技会プログラム
会　　期／令和６年２月21日（水）～24日（土）
会 場 地／山形県山形市　上山市　最上町
主　　催／公益財団法人日本スポーツ協会　文部科学省　山形県　公益財団法人全日本スキー連盟　山形市　上山市　最上町
編集発行／第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実行委員会
発 行 日／令和６年２月21日

スポーツ振興くじ助成事業

●最新情報は大会公式ホームページをご覧ください。

競
技
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

会　期会　期

競技会場競技会場
ジャイアントスラローム 最上町赤倉温泉スキー場
クロスカントリー 上山・坊平高原クロスカントリー競技場
スペシャルジャンプ アリオンテック蔵王シャンツェ
コンバインド アリオンテック蔵王シャンツェ

上山・坊平高原クロスカントリー競技場

02.212024
WED SAT

02.24

Spectator guide

※令和6年より「国民体育大会」の名称が「国民スポーツ大会」に変わります。

国スポチャンネルでライブ観戦！

やまがた雪未来国スポ公式HP

やまがた雪未来国スポのスキー競技の熱戦の模様をインターネットでライ
ブ配信します！
ライブ配信を見逃した場合でも、アーカイブ配信で動画をご覧いただけます。
見たいときに、どこにいても熱い試合を観戦できます。

お問い合わせお問い合わせ

大会の開始式・表彰式、競技結果、競技会場の駐車場、
バス輸送等、大会の総合的な情報はこちらからご確認ください。▷

国スポチャンネルはこちら▷

ライブ映像を大画面で！
雪未来ひろばでは、大型モニターに国スポチャ
ンネルを放映します。選手の皆さんを熱く応援し
ましょう！！詳しくは８ページをご覧ください。

国スポチャンネルとは…
　（公財）日本スポーツ協会と開催県実行委員会の共同運営により、国スポの競技映像や
　式典映像をライブ・アーカイブ配信するインターネットサイトです。

山形県実行委員会事務局
〒990‒8570
山形県山形市松波二丁目８番１号
山形県教育局国民スポーツ大会推進課内
    023‒630‒2488

パブリックビューイングのご案内

山形市実行委員会事務局
〒990‒8540
山形県山形市旅篭町二丁目３番25号
山形市企画調整部スポーツ課内
    023‒641‒1212（代）

上山市実行委員会事務局
〒999‒3192
山形県上山市河崎一丁目１番10号
上山市教育委員会生涯学習課内
    023‒672‒1111（代）

最上町実行委員会事務局
〒999‒6101
山形県最上郡最上町大字向町674
最上町教育委員会教育文化課
国民スポーツ大会推進室内
    0233‒43‒2013

ーーー ーーー

競技会プログラム 観戦ガイドブック

クリアファイル

マスク

ポケットティッシュ

ウエットティッシュ

マグネットシート

大会参加記念品
（ネックウォーマー）

開始式来場記念品
（チャーム付きボールペン）

トートバッグ



成果品②

表彰状（金山杉寄木細工） 賞状（深山和紙）
賞状ケース（金山杉寄木細工）

副賞（銀山上の畑焼）

ADカード

ADストラップ

競技用ビブス プレス用ビブス

帽子 ポンチョ

スタッフジャンパー

ポロシャツ

２月17日～２月24日
クロスカントリー 駐車許可証

P3
第３駐車場（坊平駐車場）

管理番号 1067

駐車許可証

クロスカントリー  駐車場のご案内

•上記会場の指定駐車場のみ利用できます。 
•駐車場入場時にこの駐車許可証を提示し、駐車中も目立つ場所に掲示
してください。

•この駐車許可証をコピーしての利用はできません。
•この駐車許可証を第３者への譲渡はできません。
•駐車場内での事故・盗難について、主催者は一切責任を負いかねます。
ご了承ください。 

副賞（銀山上の畑焼）
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テーマ／スローガン／シンボルマーク

開始式
・競技会開始宣言
・日本スポーツ協会あいさつ
・スポーツ庁あいさつ
・中央競技団体あいさつ
・歓迎のことば（山形県議会議長）
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・競技会終了宣言
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競技会日程と会場一覧表
１　スキー競技会 

会
場
地

式典・競技

日　　程

会　　　　　場 所　　在　　地
2024年２月
21
日
（水）

22
日
（木）

23
日
（金）

24
日
（土）

山
形
市

開　　始　　式 ◎ やまぎん県民ホール
（山形県総合文化芸術館） 山形市双葉町１－２－38

表　　彰　　式 ◎ 山形テルサ
「テルサホール」 山形市双葉町１－２－３

最
上
町

ジャイアントスラローム ○ ○ ○ 最上町赤倉温泉スキー場 最上町大字富沢3480－１

上
山
市

クロスカントリー ○ ○ ○ 上山・坊平高原
クロスカントリー競技場 上山市蔵王坊平国有林241林班

山
形
市

スペシャルジャンプ ◇ ○
山形市蔵王ジャンプ台

（アリオンテック蔵王シャンツェ） 山形市蔵王温泉字柳平768

コンバインド
ジャンプ ◇

◆ ○

上
山
市

クロスカントリー ○ 上山・坊平高原
クロスカントリー競技場 上山市蔵王坊平国有林241林班

（凡例）◎開始式・表彰式　　○競技日　　◇公式練習日　　◆予備ラウンド

２　全国会議

会　議　名 日　　　時 会　　　場 所　在　地

全国代表者会議 2024年２月20日（火）13：00
山形テルサ

「テルサホール」 山形市双葉町１－２－３
全国報道員会議 2024年２月20日（火）15：00

３　監督会議

競技・種目 日　　　時 会　　　場 所　在　地

ジャイアントスラローム 2024年２月20日（火）17：00 最上町中央公民館
「大ホール」 最上町大字向町674

クロスカントリー 2024年２月20日（火）14：30 山形テルサ
「交流ラウンジ」 山形市双葉町１－２－３

スペシャルジャンプ
コンバインド 2024年２月20日（火）14：30 山形テルサ

「会議室」 山形市双葉町１－２－３

2



はながたベニちゃん（山形市） カセ坊（上山市） モガンバ（最上町）

式 典 編
開始式・表彰式　次第

開始式・表彰式参加にあたっての留意事項
開始式会場図
表彰式会場図
式典出演者一覧

式典音楽使用楽曲一覧
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開始式・表彰式　次第
　
⑴　開始式
◇期　日 ： 令和６年２月21日（水）
◇会　場 ： やまぎん県民ホール

順 次　　　　　第 時刻

1 開場 13：00

2 役員・選手団集合開始 13：30

3 役員・選手団着席完了 13：57

4 歓迎アトラクション 14：00

5 参加都道府県旗入場・選手団紹介 14：20

6 開式通告 14：45

7 競技会開始宣言 14：46

8 国旗儀礼 14：49

9 大会旗・日本スポーツ協会旗　 
実施競技団体旗儀礼 14：51

10 大会会長トロフィー返還 14：53

11 日本スポーツ協会あいさつ 14：57

12 スポーツ庁あいさつ 15：00

13 中央競技団体あいさつ 15：03

14 歓迎のことば 15：06

15 選手代表宣誓 15：12

16 閉式通告 15：15

17 役員・選手団解散 15：16

⑵　表彰式
◇期　日 ：令和６年２月24日（土）
◇会　場 ： 山形テルサ

順 次　　　　　第 時刻

1 開場 16：00

2 役員・選手団集合開始 16：30

3 役員・選手団着席完了 16：59

4 開式通告 17：00

5 成績発表 17：01

6 競技会表彰状授与 17：09

7 競技会大会会長トロフィー授与 17：25

8 中央競技団体あいさつ 17：28

9 会場地あいさつ 17：31

10 国旗儀礼 17：34

11 競技会終了宣言 17：36

12 閉式通告 17：37

13 役員・選手団解散 17：38
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開始式・表彰式参加にあたっての留意事項
【開始式】
１　会　場
　　開始式は、やまぎん県民ホール「大ホール」で行います。

２　参加都道府県選手団について
　⑴　受　付
　　ア　13時00分から会場２階大ホール入場口にある「選手団受付」で、選手団の受付を開始します。
　　イ　受付にてADカードを提示してください。ADカードがない場合等は入場できません。
　　ウ 　選手団の代表者は、13時30分までに受付を済ませてください。その際、選手団の代表者は、都

道府県名、開始式参加人数（旗手、大会会長トロフィー返還者を含む10名以内）を報告してくだ
さい。

　　エ　受付終了後、13時55分までに、都道府県毎に指定された選手団席に着席してください。
　【選手団旗手】
　　オ 　旗手は、プラカーダーとともに行進を行います。13時30分までに都道府県旗手・プラカーダー

集合場所（２階ホワイエ）に集合してください。旗手行進方法を説明します。説明終了後、その
まま待機願います。

　【大会会長トロフィー返還者】
　　カ 　大会会長トロフィー返還者には、指定された返還者席において、13時20分に係員が返還方法の

説明を行います。

　⑵　入場方法
　　ア 　行進は、プラカーダーと旗手のみとし、北海道を先頭に北の都道府県から順に行い、最後に山

形県が行進します。
　　イ　係員の指示に従い、プラカーダー、旗手の順に入場します。
　　ウ 　「○○県選手団、団長○○○○、旗手○○○○」と紹介されたら、○○県選手団はその場に起立し、

周囲に軽く手を振り、会釈をして着席してください。以下、これに続いてください。
　　エ　旗手は、ステージで都道府県旗を旗受取者に渡してください。
　　オ　行進の終わった旗手は、旗手席に着席してください。

　⑶　選手代表宣誓及び選手宣誓時の旗手
　　　選手代表宣誓は、山形県選手団代表が行います。その際、各都道府県旗手の集合は行いません。
　　　宣誓台へ登壇する旗手は山形県旗手のみです。

　⑷　退　場
　　　式終了後は、係員の指示に従い退場してください。
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【表彰式】
１　会　場
　　表彰式は、山形テルサ「テルサホール」で行います。

２　参加都道府県選手団について
　⑴　受　付
　　ア　16時00分からホール前ホワイエにある「選手団受付」で、選手団の受付を開始します。
　　イ　ADカードを提示してください。ADカードの提示がない場合等は入場できません。
　　ウ 　選手団の代表者は、16時50分までに受付を済ませてください。その際、選手団の代表者は、都

道府県名、表彰式参加人数を報告してください。
　　エ　受付終了後、16時55分までに選手団席（都道府県の指定なし）に着席してください。

　⑵　表彰状・副賞、大会会長トロフィー受賞
　　ア 　各都道府県の受賞代表者数は、男女総合成績、女子総合成績ともに第１位から８位まで各２名、

大会会長トロフィー受賞者は１名とします。
　　イ 　各受賞者は、16時30分までに係員の指示に従って、指定された受賞者席に着席してください。

係員が受賞方法の説明を行います。

【その他】
１　開始式の際、都道府県旗を持参する必要はありません。
２ 　開始式終了後の囲み取材が行われる場合は、２階大ホール入口手前の通路に設置していますスポン
サーボードの前で取材を予定しています。
３ 　開始式・表彰式ともに、式典用駐車許可証の無い車両は指定駐車場に駐車できませんので、ご注意
ください。
４　開始式・表彰式ともに、貴重品・手荷物は各自で管理してください。
５　開始式・表彰式ともに、食事の斡旋は行いません。また、会場内での飲食はできません。
６　開始式・表彰式の進捗状況に応じて、時間が多少変更になる場合があります。
７ 　開始式・表彰式ともにマスクの着用は、個人の判断に委ねます。ただし、感染症対策としてマスク
の着用が効果的な場面においては、マスクの着用を推奨します。また、他者に飛沫を飛ばさないよう、 
咳・くしゃみをする場合は、ハンカチ・ティッシュや袖・上着の内側などを使って、口や鼻をおさえ、
咳エチケットを行ってください。
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開始式会場図
（やまぎん県民ホール「大ホール」）

 

和歌山
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表彰式会場図
（山形テルサ「テルサホール」）

情報保証席

招待者

視察員

競技会役員/30席

一般観覧席

選手団

選手団

表彰者 大会役
員

競技会
役員

随　行
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式典出演者一覧
区　　　　　分 団　体　・　個　人　名　 人　数

式
典
補
助
員

司　会　・　進　行

フリーアナウンサー　山内智香子 1

山形県立東桜学館高等学校 1

山形県立山形西高等学校 1

選手誘導
プラカーダー

最上町立最上中学校 18

上山市立南中学校

上山市立北中学校 38

上山市立宮川中学校

都道府県旗受取 YAMAGATAドリームキッズ12・13・14期生 57

式
典
音
楽
隊

独唱者 山形県立山形北高等学校 1

合唱隊

学校法人羽黒学園 羽黒高等学校 20

山形県立山形東高等学校 32

山形県立山形南高等学校 7

山形市立第六中学校 32

吹奏楽隊
山形県立山形中央高等学校 37

山形市立第六中学校 18

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

民謡

最上川舟唄
歌手　朝倉さや 1

山形県民謡振興会 1

花笠音頭

山形県花笠協議会　花笠舞踊団 30

山形大学花笠サークル　四面楚歌 30

山形県民謡振興会 8

創作和太鼓 太鼓道場　風の会 15

チアダンス
山形北高校チアリーダー部OGチームB☆RUSH 27

学校法人羽黒学園 羽黒高等学校チアリーディング部 10

ほら貝 出羽三山神社　羽黒山伏 4
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式典音楽使用楽曲一覧
【開始式】

演　奏　場　面 使　　用　　曲 作・編曲者

都 道 府 県 旗 入 場
選 手 団 紹 介

スポーツ県民歌「月山の雪」
作詞　西条　八十
作曲　古関　裕而
編曲　仁藤　雄貴

東京　～吹奏楽行進曲～ 作曲　朝倉　さや
編曲　福島　弘和

風になりたい 作曲　宮沢　和史
編曲　Kouichi Sugimoto

風の言葉
作詞　山本恵三子
作曲　徳永　英明
編曲　松井　忠重

交響讃歌やまがたより
アルカディアやまがた

作詩　だいご　昭
作曲　佐藤　敏直

花笠音頭　～ POP Version ～ 編曲　田嶋　　勉

競 技 会 開 始 宣 言 ファンファーレ№２ 作曲　小島　美里

国 旗 儀 礼 国歌「君が代」 作曲　林　　廣守

大 会 旗・ 国 民 ス ポ ー ツ 協 会 旗
実 施 競 技 団 体 旗 儀 礼 大会歌「若い力」 作曲　高田　信一

編曲　三戸　知章

大 会 会 長 ト ロ フ ィ ー 返 還 得賞歌「見よ 勇者は帰りぬ」 作曲　G.F.ヘンデル
編曲　田嶋　　勉

選 手 代 表 宣 誓 ファンファーレ№３ 作曲　小島　美里

【表彰式】（CD演奏）
演　奏　場　面 使　　用　　曲 作・編曲者

開 式 通 告 ファンファーレ１ 作曲　大嶋　和野

表 彰 状 授 与
得賞歌「見よ 勇者は帰りぬ」 作曲　G.F.ヘンデル

編曲　鈴木　英史大 会 会 長 ト ロ フ ィ ー 授 与

国 旗 儀 礼 国歌「君が代」 作曲　林　　廣守
編曲　鈴木　英史

競 技 会 終 了 宣 言 ファンファーレ２ 作曲　大嶋　和野
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はながたベニちゃん（山形市） カセ坊（上山市） モガンバ（最上町）

会 場 編
会場位置図

会場案内図①（山形、上山）
会場案内図②（新庄、瀬見、赤倉、鳴子）
ジャイアントスラローム競技会場図

コースプロフィール
クロスカントリー競技会場図
コースプロフィール
ジャンプ競技会場図

ジャンプ台プロフィール
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ジャイアントスラローム競技会場図
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スペシャルジャンプ競技会場図
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はながたベニちゃん（山形市） カセ坊（上山市） モガンバ（最上町）

競技記録編
スキー競技会得点表（男子）
スキー競技会得点表（女子）

スキー競技会男女総合成績（天皇杯）・女子総合成績（皇后杯）
ジャイアントスラローム入賞者一覧
クロスカントリー入賞者一覧

クロスカントリー（リレー）入賞者一覧
スペシャルジャンプ入賞者一覧
コンバインド入賞者一覧
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会得点表（男子）

22



第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会得点表（女子）
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会男女総合成績（天皇杯）・女子総合成績（皇后杯）
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ジャイアントスラローム入賞者一覧

25



クロスカントリー入賞者一覧

26



クロスカントリー（リレー）入賞者一覧

27



スペシャルジャンプ入賞者一覧

28



コンバインド入賞者一覧

29



成果品（チラシ「一般観覧者募集」）
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はながたベニちゃん（山形市） カセ坊（上山市） モガンバ（最上町）

役 員 編
大会役員

大会役員編成基準
競技会役員

競技会役員編成基準
組織委員会

陸上自衛隊協力隊編成表
招待者の範囲

ジャイアントスラローム競技役員
クロスカントリー競技役員
スペシャルジャンプ競技役員
コンバインドジャンプ競技役員

コンバインドクロスカントリー競技役員
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大 会 役 員
 （順不同・敬称略）
名 誉 会 長 文部科学大臣

盛　山　正　仁
会 長 （公財）日本スポーツ協会会長

遠　藤　利　明
副 会 長 （公財）日本スポーツ協会副会長

越　川　　　均
（公財）日本スポーツ協会副会長
坂　元　　　要

（公財）日本スポーツ協会副会長
益　子　直　美

（公財）日本スポーツ協会専務理事
森　岡　裕　策

スポーツ庁長官
室　伏　広　治

山形県知事
吉　村　美栄子

顧 問 （公財）日本スポーツ協会名誉会長
伊　藤　雅　俊

（公財）日本スポーツ協会最高顧問
森　　　喜　朗

（公財）日本スポーツ協会顧問
安　西　孝　之

（公財）日本スポーツ協会顧問
岡　崎　助　一

（公財）日本スポーツ協会顧問
大　野　敬　三

（公財）日本スポーツ協会理事
池　田　めぐみ 

（公財）日本スポーツ協会理事
今　井　純　子

（公財）日本スポーツ協会理事
今　浦　千　信

（公財）日本スポーツ協会理事
上　島　しのぶ

（公財）日本スポーツ協会理事
鹿　島　丈　博

（公財）日本スポーツ協会理事
勝　田　　　隆

（公財）日本スポーツ協会理事
角　屋　憲　正

（公財）日本スポーツ協会理事
刈　谷　好　孝

（公財）日本スポーツ協会理事
工　藤　保　子

（公財）日本スポーツ協会理事
國　吉　冨美子

（公財）日本スポーツ協会理事
髙　井　志　保

（公財）日本スポーツ協会理事
髙　野　瑞　洋

（公財）日本スポーツ協会理事
田　畑　綾　美

（公財）日本スポーツ協会理事
霊　池　恵　量

（公財）日本スポーツ協会理事
東　瀬　義　人

（公財）日本スポーツ協会理事
坂　東　美　紀

（公財）日本スポーツ協会理事
松　井　　　守

（公財）日本スポーツ協会理事
丸　山　由　美

（公財）日本スポーツ協会理事
室　伏　由　佳

（公財）日本スポーツ協会理事
山　倉　紀　子

（公財）日本スポーツ協会理事
山　下　泰　裕

（公財）日本スポーツ協会監事
草　野　満　代

（公財）日本スポーツ協会監事
藤　田　裕　司

（公財）日本スポーツ協会監事
森　井　じゅん

（公財）日本スポーツ協会評議員
室　城　信　之

（公財）日本スポーツ協会評議員
金　子　日出澄

（公財）日本スポーツ協会評議員
湯　川　和　之

（公財）日本スポーツ協会評議員
若　月　　　等

（公財）日本スポーツ協会評議員
土　橋　登志久

（公財）日本スポーツ協会評議員
石　丸　元　国

（公財）日本スポーツ協会評議員
石　川　伸　男

（公財）日本スポーツ協会評議員
坂　巻　義　男

（公財）日本スポーツ協会評議員
鬼　頭　有紀子

（公財）日本スポーツ協会評議員
長谷川　洋　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
吉　田　長　寿

（公財）日本スポーツ協会評議員
齋　木　尚　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
多　賀　恒　雄

（公財）日本スポーツ協会評議員
安　藤　　　淳

（公財）日本スポーツ協会評議員
上　治　丈太郎

（公財）日本スポーツ協会評議員
湧　永　寛　仁

（公財）日本スポーツ協会評議員
上　原　絵　美

（公財）日本スポーツ協会評議員
佐　藤　健　司

（公財）日本スポーツ協会評議員
馬　場　美　香

（公財）日本スポーツ協会評議員
山　口　　　宏

（公財）日本スポーツ協会評議員
南　　　和　文

（公財）日本スポーツ協会評議員
宮　永　美寿津

（公財）日本スポーツ協会評議員
千　田　健　一

（公財）日本スポーツ協会評議員
中　里　壮　也

（公財）日本スポーツ協会評議員
岡　本　友　章

（公財）日本スポーツ協会評議員
大　野　　　淳

（公財）日本スポーツ協会評議員
増　田　規一郎

（公財）日本スポーツ協会評議員
田　村　恒　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
蒔　田　　　実

（公財）日本スポーツ協会評議員
山　﨑　勝　洋

（公財）日本スポーツ協会評議員
眞　下　　　昇

（公財）日本スポーツ協会評議員
山　口　徹　正

（公財）日本スポーツ協会評議員
田　中　伸　周

（公財）日本スポーツ協会評議員
村　田　利　衛

（公財）日本スポーツ協会評議員
建　部　彰　弘

（公財）日本スポーツ協会評議員
市　野　保　己

（公財）日本スポーツ協会評議員
渡　辺　久　雄

（公財）日本スポーツ協会評議員
中　村　ゆり子

（公財）日本スポーツ協会評議員
齋　藤　良太郎

（公財）日本スポーツ協会評議員
谷田部　和　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
木　村　博　美

（公財）日本スポーツ協会評議員
井　上　　　弘

（公財）日本スポーツ協会評議員
今　川　啓　一

（公財）日本スポーツ協会評議員
近　藤　重　和

（公財）日本スポーツ協会評議員
佐　藤　敏　明

（公財）日本スポーツ協会評議員
大　澤　明　美

（公財）日本スポーツ協会評議員
古　城　資　久

（公財）日本スポーツ協会評議員
小　野　賢　二

（公財）日本スポーツ協会評議員
園　山　和　夫

（公財）日本スポーツ協会評議員
中　山　俊　行

（公財）日本スポーツ協会評議員
衣　笠　　　剛

（公財）日本スポーツ協会評議員
知　念　かおる

（公財）日本スポーツ協会評議員
出　口　弘　之

（公財）日本スポーツ協会評議員
田　邊　哲　人

（公財）日本スポーツ協会評議員
城　門　政　文

（公財）日本スポーツ協会評議員
前　川　　　恵

（公財）日本スポーツ協会評議員
上　杉　晃　央

（公財）日本スポーツ協会評議員
布　村　幸　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
茂　野　直　久

（公財）日本スポーツ協会評議員
生　島　典　明

（公財）日本スポーツ協会評議員
大　沢　陽　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
谷　藤　節　雄

（公財）日本スポーツ協会評議員
佐々木　榮　一

（公財）日本スポーツ協会評議員
千　葉　玲　佳

（公財）日本スポーツ協会評議員
奥　山　雅　信

（公財）日本スポーツ協会評議員
大　竹　良　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
石　松　英　昭

（公財）日本スポーツ協会評議員
田　子　昌　之

（公財）日本スポーツ協会評議員
久　保　正　美

（公財）日本スポーツ協会評議員
後　藤　宜　夫

（公財）日本スポーツ協会評議員
塩　見　清　仁

（公財）日本スポーツ協会評議員
田　中　不二夫

（公財）日本スポーツ協会評議員
井　出　　　仁

（公財）日本スポーツ協会評議員
今　西　博　一

（公財）日本スポーツ協会評議員
茅　野　繁　巳

（公財）日本スポーツ協会評議員
笹　林　一　樹

（公財）日本スポーツ協会評議員
森　山　喜　博

（公財）日本スポーツ協会評議員
南　部　則　雄

（公財）日本スポーツ協会評議員
福　永　秀　樹

（公財）日本スポーツ協会評議員
髙　橋　繁　浩

（公財）日本スポーツ協会評議員
河　口　端　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
増　田　和　伯

（公財）日本スポーツ協会評議員
中　嶋　　　実

（公財）日本スポーツ協会評議員
山　本　誠　三

（公財）日本スポーツ協会評議員
桂　　　千惠子

（公財）日本スポーツ協会評議員
船　田　一　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
奥　田　　　晃

（公財）日本スポーツ協会評議員
横　尾　英　治

（公財）日本スポーツ協会評議員
山　﨑　嘉　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
近　藤　一　幸

（公財）日本スポーツ協会評議員
小　寺　　　洋

（公財）日本スポーツ協会評議員
河　村　祐　一

（公財）日本スポーツ協会評議員
渡　邊　浩　三

（公財）日本スポーツ協会評議員
後藤田　　　博

（公財）日本スポーツ協会評議員
寺　尾　和　祝

（公財）日本スポーツ協会評議員
青　木　章　泰

（公財）日本スポーツ協会評議員
城　戸　英　敏

（公財）日本スポーツ協会評議員
川内野　　　修

（公財）日本スポーツ協会評議員
小　柳　勝　彦

（公財）日本スポーツ協会評議員
辛　木　秀　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
宮　成　康　蔵

（公財）日本スポーツ協会評議員
藤　本　　　格

（公財）日本スポーツ協会評議員
岩　元　幸　成
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顧 問 （公財）日本スポーツ協会評議員
平　良　朝　治

（公財）日本スポーツ協会評議員
藤　原　正　樹

（公財）日本スポーツ協会評議員
大河原　嘉　朗

（公財）日本スポーツ協会評議員
川　上　隆　弘

（公財）日本スポーツ協会評議員
佐　藤　廣　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
加　藤　俊　文

（公財）日本スポーツ協会評議員
小　菅　　　司

（公財）日本スポーツ協会評議員
宇津木　妙　子

（公財）日本スポーツ協会評議員
菊　　　幸　一

（公財）日本スポーツ協会評議員
小　林　久　美

（公財）日本スポーツ協会評議員
寺　澤　正　孝

（公財）日本スポーツ協会評議員
山　口　純　子

文部科学省副大臣
あ　べ　俊　子

文部科学省副大臣
今　枝　宗一郎

文部科学省大臣政務官
本　田　顕　子

文部科学省大臣政務官
安　江　伸　夫

文部科学省事務次官
藤　原　章　夫

文部科学省文部科学審議官
増　子　　　宏

文部科学省文部科学審議官
藤　江　陽　子

文部科学省官房長
井　上　諭　一

スポーツ庁次長
茂　里　　　毅

衆議院議員
遠　藤　利　明

衆議院議員
加　藤　鮎　子

衆議院議員
鈴　木　憲　和

参議院議員
芳　賀　道　也

参議院議員
舟　山　康　江

山形県議会議長
森　田　　　廣

山形県教育委員会教育長
髙　橋　広　樹

山形県公安委員会委員長
柴　田　曜　子

山形県市長会会長
佐　藤　孝　弘

山形県町村会会長
鈴　木　浩　幸

山形県市議会議長会会長
長谷川　幸　司

山形県町村議会議長会会長
丹　野　貞　子

山形県スポーツ推進審議会会長
阿　部　弘　生

山形県実行委員会副会長
佐　藤　孝　弘

山形県実行委員会副会長
山　本　幸　靖

山形県実行委員会副会長
髙　橋　重　美

山形県実行委員会副会長
冨　田　政　利

山形県実行委員会副会長
平　山　雅　之

（公財）全日本スキー連盟会長
勝　木　紀　昭

（公財）北海道スポーツ協会会長
荒　川　裕　生

（公財）青森県スポーツ協会会長
柏　木　　　司

（公財）岩手県体育協会会長
達　増　拓　也

（公財）宮城県スポーツ協会会長
鈴　木　省　三

（公財）秋田県スポーツ協会会長
鶴　田　有　司

（公財）山形県スポーツ協会会長
吉　村　美栄子

（公財）福島県スポーツ協会会長
北　村　清　士

（公財）茨城県スポーツ協会会長
大井川　和　彦

（公財）栃木県スポーツ協会会長
福　田　富　一

（公財）群馬県スポーツ協会会長
遠　藤　祐　司

（公財）埼玉県スポーツ協会会長
大　野　元　裕

（公財）千葉県スポーツ協会会長
熊　谷　俊　人

（公財）東京都体育協会会長
山　本　　　博

（公財）神奈川県スポーツ協会会長
岡　田　伸　浩

（公財）山梨県スポーツ協会会長
髙　野　　　剛

（公財）新潟県スポーツ協会会長
花　角　英　世

（公財）長野県スポーツ協会会長
阿　部　守　一

（公財）富山県スポーツ協会会長
新　田　八　朗

（公財）石川県スポーツ協会会長
馳　　　　　浩

（公財）福井県スポーツ協会会長
杉　本　達　治

（公財）静岡スポーツ育協会会長
川　勝　平　太

（公財）愛知県スポーツ協会会長
大　村　秀　章

（公財）三重県スポーツ協会会長
向　井　弘　光

（公財）岐阜県スポーツ協会会長
田　口　義　隆

（公財）滋賀県スポーツ協会会長
河　本　英　典

（公財）京都府スポーツ協会会長
西　脇　隆　俊

（公財）大阪府スポーツ協会会長
牧　野　明　次

（公財）兵庫県スポーツ協会会長
齋　藤　元　彦

（公財）奈良県スポーツ協会会長
池　田　誠　也

（公社）和歌山体育協会会長
岸　本　周　平

（公財）鳥取県スポーツ協会会長
林　　　昭　男

（公財）島根県スポーツ協会会長
丸　山　達　也

（公財）岡山県スポーツ協会会長
越　宗　孝　昌

（公財）広島県スポーツ協会会長
苅　田　知　英

（公財）山口県スポーツ協会会長
村　岡　嗣　政

（公財）香川県スポーツ協会会長
槙　田　　　實

（公財）徳島県スポーツ協会会長
柿　内　愼　市

（公財）愛媛県スポーツ協会会長
大　塚　岩　男

（公財）高知県スポーツ協会会長
青　木　章　泰

（公財）福岡県スポーツ協会会長
服　部　誠太郎

（公財）佐賀県スポーツ協会会長
山　口　祥　義

（公財）長崎県スポーツ協会会長
大　石　賢　吾

（公財）熊本県スポーツ協会会長
甲　斐　隆　博

（公財）大分県スポーツ協会会長
麻　生　益　直

（公財）宮崎県スポーツ協会会長
春　山　豪　志

（公財）鹿児島県スポーツ協会会長
塩　田　康　一

（公財）沖縄県スポーツ協会会長
玉　城　康　裕

参 与 スポーツ庁審議官
橋　場　　　健

スポーツ庁スポーツ総括官・政策課長
先　﨑　卓　歩

スポーツ庁健康スポーツ課長
和　田　　　訓

スポーツ庁参事官（地域振興担当）
田　中　一　明

山形県議会議員
相　田　日出夫

山形県議会議員
相　田　光　照

山形県議会議員
青　木　彰　榮

山形県議会議員
阿　部　恭　平

山形県議会議員
石　川　正　志

山形県議会議員
石　川　正　志

山形県議会議員
石　川　正　志

山形県議会議員
石　川　正　志

山形県議会議員
石　黒　　　覚

山形県議会議員
石　塚　　　慶

山形県議会議員
伊　藤　香　織

山形県議会議員
伊　藤　重　成

山形県議会議員
楳　津　博　士

山形県議会議員
梅　津　庸　成

山形県議会議員
江　口　暢　子

山形県議会議員
遠　藤　和　典

山形県議会議員
遠　藤　寛　明

山形県議会議員
奥　山　誠　治

山形県議会議員
加　賀　正　和

山形県議会議員
梶　原　宗　明

山形県議会議員
菊　池　文　昭

山形県議会議員
木　村　忠　三

山形県議会議員
小　松　伸　也

山形県議会議員
今　野　美奈子

山形県議会議員
齋　藤　俊一郎

山形県議会議員
佐　藤　文　一

山形県議会議員
佐　藤　正　胤

山形県議会議員
柴　田　正　人

山形県議会議員
渋　間　佳寿美

山形県議会議員
鈴　木　　　学

山形県議会議員
関　　　　　徹

山形県議会議員
髙　橋　啓　介

山形県議会議員
髙　橋　　　淳

山形県議会議員
高　橋　弓　嗣

山形県議会議員
田　澤　伸　一

山形県議会議員
能　登　淳　一

山形県議会議員
橋　本　彩　子

山形県議会議員
舩　山　現　人

山形県議会議員
松　井　　　愛

山形県議会議員
森　田　　　廣

山形県議会議員
森　谷　仙一郎

山形県議会議員
矢　吹　栄　修

山形県議会議員
吉　村　和　武

山形県副知事
平　山　雅　之

山形県教育委員会委員
山　川　　　孝

山形県教育委員会委員
小　関　博　資

山形県教育委員会委員
工　藤　恵　子

山形県教育委員会委員
和　田　弥寿子

山形県教育委員会委員
丹　治　亜香音

山形県実行委員会常任委員
井　上　貴　至

山形県実行委員会常任委員
鈴　木　英　夫

山形県実行委員会常任委員
伊　藤　　　勝

山形県実行委員会常任委員
金　沢　智　也

山形県実行委員会常任委員
横　戸　　　隆

山形県実行委員会常任委員
中　嶋　晴　幸

山形県実行委員会常任委員
阿　部　弘　生

山形県実行委員会常任委員
須　藤　勇　司

山形県実行委員会常任委員
桐　生　正　貴

山形県実行委員会常任委員
須　貝　英　彦

山形県実行委員会常任委員
折　原　敬　一

山形県実行委員会常任委員
中　目　千　之

山形県実行委員会常任委員
佐　藤　信　幸

山形県実行委員会常任委員
村　　　紀　明

山形県実行委員会常任委員
佐々木　高　敏
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参 与 山形県実行委員会常任委員
渡　会　俊　輔

山形県実行委員会常任委員
松　澤　勝　志

山形県実行委員会常任委員
岡　本　泰　輔

山形県実行委員会常任委員
中　川　　　崇

山形県実行委員会常任委員
小　中　章　雄

山形県実行委員会常任委員
西　澤　恵　子

山形県実行委員会常任委員
堀　井　洋　幸

山形県実行委員会常任委員
我　妻　　　悟

山形県実行委員会常任委員
大　泉　定　幸

山形県実行委員会常任委員
地　主　　　徹

山形県実行委員会常任委員
小　林　　　寛

山形県実行委員会常任委員
沼　澤　好　德

山形県実行委員会常任委員
大　澤　賢　史

山形県実行委員会常任委員
鈴　木　邦　夫

山形県実行委員会常任委員
西　澤　義　和

山形県実行委員会常任委員
菅　原　和　彦

山形県実行委員会監事
山　田　敦　子

山形県実行委員会監事
鴨　田　尚　史

（公財）山形県スポーツ協会理事長兼副会長
菅　間　裕　晃

（公財）山形県スポーツ協会副会長
黒　田　一　彦

（公財）山形県スポーツ協会副会長
佐　藤　裕　恒

（公財）山形県スポーツ協会副会長
髙　橋　広　樹

（公財）山形県スポーツ協会副会長
逸　見　良　昭

（公財）山形県スポーツ協会顧問
遠　藤　栄次郎

（公財）山形県スポーツ協会顧問
小　川　　　潔

（公財）山形県スポーツ協会顧問
小　原　正　隆

（公財）山形県スポーツ協会顧問
小　山　　　寛

（公財）山形県スポーツ協会顧問
斎　藤　俊　昭

（公財）山形県スポーツ協会顧問
佐　藤　敏　彦

（公財）山形県スポーツ協会顧問
武　田　浩　一

（公財）山形県スポーツ協会顧問
長　沢　一　好

（公財）山形県スポーツ協会顧問
早　坂　　　孝

（公財）山形県スポーツ協会顧問
日　野　雅　夫

（公財）山形県スポーツ協会顧問
前　田　直　己

委 員 長 （公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員長
山　本　　　浩

副 委 員 長 （公財）日本スポーツ協会国スポ委員会事務局長
岩　田　史　昭

スポーツ庁競技スポーツ課長
日　比　謙一郎

山形県実行委員会事務局長
吉　田　直　史

総 務 委 員 （公財）日本スポーツ協会国スポ委員会副委員長
菊　　　幸　一

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
今　井　純　子

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
鹿　島　丈　博

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
金　子　日出澄

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
山　本　誠　三

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
岡　本　友　章

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
川　原　　　貴

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
菅　原　哲　朗

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
ヨーコ　ゼッターランド

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
角　田　正　史

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
高　崎　淳　也

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
松　田　基　子

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
松　永　敬　子

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
三ケ田　礼　一

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
森　丘　保　典

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
守　屋　志　保

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
千代森　修　一

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
岩　元　幸　成

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
宮　原　耕　史

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
川内野　　　修

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
辻　　　睦　弘

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
中　嶋　　　実

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
髙　見　芳　彦

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
浅　沼　道　生

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
酒　井　　　隆

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
宮　野　欣　也

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
米　田　裕　之

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
石　橋　　　豊

（公財）日本スポーツ協会国スポ委員会委員
小笠原　　　博

（公財）日本スポーツ協会事務局次長
金　沢　　　敬

（公財）日本スポーツ協会国スポ推進部長
江　橋　千　晴

（公財）日本スポーツ協会国スポ課長
小　澤　大　樹

山形県実行委員会事務局次長
浅　沼　道　生

山形県教育局スポーツ保健課長
村　上　周　市

（公財）山形県スポーツ協会専務理事
須　藤　勇　司

委 員 （公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会部会長
山　本　　　浩

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
菊　　　幸　一

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
平　野　　　了

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
髙　橋　聖　一

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
吉　村　政　弘

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
若　月　　　等

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
松　本　康　夫

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
中　川　　　康

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
栗　原　　　崇

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
小山田　裕　二

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
小　泉　芳　孝

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
佐久間　裕　司

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
品　田　奥　義

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
濱　野　　　勉

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
寺　澤　　　淳

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
黒　川　重　男

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
舟　喜　信　生

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
髙　野　　　修

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
坂井田　米　治

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
安　藤　正　美

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
加　藤　憲　二

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
小　林　三　郎

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
平　　　真　一

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
川　口　　　巖

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
和　田　　　潔

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
岡　泉　　　茂

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
岡　本　友　章

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
大　野　　　淳

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
田　口　大　祐

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
平　井　宏　治

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
蒔　田　　　実

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
岸　川　剛　之

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
西　原　斗司男

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
山　口　徹　正

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
菅　原　正　幸

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
高　橋　　　昇

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
長　南　哲　生

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
衛　藤　敬　輔

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
渡　辺　久　雄

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
三　井　千　壽

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
鈴　木　信　吾

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
山　中　博　史

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
井　本　　　亘

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
関　根　明　子

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
中　山　二三男

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
越　前　浩　司

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
吉　田　由美子

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
杉　本　好　二

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
東　野　眞理子

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
田　中　　　徹

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
川　口　雅　三

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
田　邊　哲　人

（公財）日本スポーツ協会国スポ競技運営部会委員
金　子　和　裕

（公財）日本スポーツ協会国スポ課課長補佐
永　井　太　介

（公財）日本スポーツ協会国スポ課係長
富　澤　佑　也

（公財）日本スポーツ協会国スポ課主事
小　竹　純　太

（公財）日本スポーツ協会国スポ課
小河原　百　映

スポーツ庁担当官
高　崎　淳　也

スポーツ庁担当官
成　瀬　幸　宏

スポーツ庁担当官
吉　丸　尚　宏

スポーツ庁担当官
中　村　英　孝

スポーツ庁担当官
角　藤　大　樹

スポーツ庁担当官
高　畑　裕　美

スポーツ庁担当官
花　木　祐　介

スポーツ庁担当官
太　田　よう子

スポーツ庁担当官
宇　田　俊太郎

スポーツ庁担当官
吉　木　理沙子

スポーツ庁担当官
城　殿　ひろみ

スポーツ庁担当官
西　口　卓　司

スポーツ庁担当官
鈴　木　宏　幸

（公財）山形県スポーツ協会常務理事兼事務局長
奥　山　雅　信

（公財）日本アンチ・ドーピング機構事務局長
綾　部　吉　也
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第７８回国民スポーツ大会大会冬季大会スキー競技会
大会役員編成基準

団体名

役員名

公益財団法人
日本スポーツ
協 会

文部科学省 山 形 県
公益財団法人
全 日 本
スキー連盟

公益財団法人
山 形 県
スポーツ協会

参加都道府県
体育・スポーツ
協 会

公益財団法人
日本アンチ・
ドーピング機構

名 誉 会 長 文部科学大臣

会 長 会 　 　 長

副 会 長
副 会 長 スポーツ庁長官 知 事 会 長

専 務 理 事

顧 問

名 誉 会 長 副 大 臣 県 選 出 衆・
参両院議員 会 長 会 長

最 高 顧 問 大臣政務官 県議会議長

顧 　 　 問 事 務 次 官 教 育 長

理 　 　 事 文部科学審議官 公安委員長

監 　 　 事 大臣官房長 市長会会長

評 議 員 スポーツ庁次長 町村長会会長

市 議 会 
議 長会会長

町 村 議 会 
議 長会会長

スポーツ推進
審議会会長

実行委員会 
副 会 長

参 与

スポーツ庁 
審 議 官 県議会議員 副 会 長

ス ポ ー ツ 庁 
スポーツ総括官 副 知 事 顧 問

同庁政策課長 教 育 委 員 参 与

同 庁 健 康 
スポーツ課長

実行委員会 
常 任 委 員

同 庁 参 事 官 
（地域振興担当）

実行委員会 
監 事

委 員 長 国体委員長

副 委 員 長 事 務 局 長
スポーツ庁 
競技スポーツ 
課 長

実行委員会 
事 務 局 長

総 務 委 員

国体委員会 
委 員

実行委員会 
事 務局次長 専 務 理 事

国 体 担 当 
事 務局次長

スポーツ保健 
課 長

国体担当部長

国体担当課長

委 員
国体競技運営 　
部 会 委 員

スポーツ庁 
担 当 官 常 務 理 事 事 務 局 長

事務局担当者
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競　技　会　役　員
 （順不同・敬称略）
名 誉 会 長 山形市長

佐　藤　孝　弘
上山市長
山　本　幸　靖

最上町長
髙　橋　重　美

会 　 長 （公財）全日本スキー連盟会長
勝　木　紀　昭

副 会 長 （公財）全日本スキー連盟副会長
原　田　雅　彦

（公財）全日本スキー連盟副会長
五十嵐　　　敦

（公財）全日本スキー連盟副会長
神　田　昌　幸

山形市実行委員会事務局長
花　輪　信　二

上山市実行委員会事務局長
横　戸　　　隆

最上町実行委員会事務局長
中　嶋　晴　幸

山形県スキー連盟会長
冨　田　政　利

（公財）山形市スポーツ協会会長
逸　見　良　昭

上山市スポーツ協会会長
小　川　久　義

最上町スポーツ協会会長
大　場　　　聡

顧 問 山形市議会議長
長谷川　幸　司

上山市議会議長
大　沢　芳　朋

最上町議会議長
伊　藤　一　雄

山形市教育委員会教育長
金　沢　智　也

上山市教育委員会教育長
横　戸　　　隆

最上町教育委員会教育長
中　嶋　晴　幸

（公財）全日本スキー連盟顧問
丸　山　庄　司

（公財）全日本スキー連盟顧問
荻　原　健　司

（公財）全日本スキー連盟顧問
大　石　正　光

（公財）全日本スキー連盟顧問
伊　藤　義　郎

（公財）全日本スキー連盟顧問
池　上　三　紀

（公財）全日本スキー連盟顧問
堤　　　義　明

（公財）全日本スキー連盟顧問
鈴　木　洋　一

（公財）全日本スキー連盟顧問
吉　田　　　肇

（公財）全日本スキー連盟顧問
岡　山　紘一郎

（公財）全日本スキー連盟顧問
坂　本　祐之輔

（公財）全日本スキー連盟顧問
古　川　年　正

（公財）全日本スキー連盟顧問
菱　沼　信　夫

（公財）全日本スキー連盟顧問
北　野　貴　裕

（公財）全日本スキー連盟顧問
後藤田　正　純

（公財）全日本スキー連盟顧問
村　里　敏　彰

（公財）全日本スキー連盟顧問
岡　部　直　士

（公財）北海道スキー連盟会長
勝　木　紀　昭

（一財）青森県スキー連盟会長
千　葉　耕　悦

（一財）岩手県スキー連盟会長
山　本　　　進

秋田県スキー連盟会長
田　口　　　將

宮城県スキー連盟会長
髙　橋　伸　二

福島県スキー連盟会長
玉　川　　　武

群馬県スキー連盟会長
林　　　辰　男

栃木県スキー連盟会長
齋　藤　伸　幸

茨城県スキー連盟会長
藤　原　孝　幸

埼玉県スキー連盟会長
大　藤　雅　史

千葉県スキー連盟会長
林　　　茂　美

（一財）東京都スキー連盟会長
和　田　守　義

（公財）神奈川県スキー連盟会長
片　　　忠　夫

（公財）新潟県スキー連盟会長
秋　山　博　一

（公財）長野県スキー連盟会長
北　野　貴　裕

ＮＰＯ法人山梨県スキー連盟会長
渡　辺　淳　也

富山県スキー連盟会長
田　畑　裕　明

石川県スキー連盟会長
山　本　外　勝

福井県スキー連盟会長
山　崎　正　昭

岐阜県スキー連盟会長
大　平　　　茂

（公財）愛知県スキー連盟会長
小　山　　　祐

静岡県スキー連盟会長
宮　崎　　　仁

三重県スキー連盟会長
馬　場　　　淳

滋賀県スキー連盟会長
松　田　善　雄

京都府スキー連盟会長
増　山　晃　章

（一財）大阪府スキー連盟会長
小　山　雅　史

兵庫県スキー連盟会長
一ノ本　達　己

奈良県スキー連盟会長
松　本　吉　和

和歌山県スキー連盟副会長
井　口　博　文

岡山県スキー連盟会長
末　長　範　彦

広島県スキー連盟会長
中　司　　　確

鳥取県スキー連盟会長
内　田　博　長

島根県スキー連盟会長
渡　部　紀　美

山口県スキー連盟会長
中　村　克　巳

高知県スキー連盟会長
今　村　正　直

愛媛県スキー連盟会長
渡　部　和　典

香川県スキー連盟会長
槇　塚　正　福

徳島県スキー連盟会長
大　野　麻　彦

福岡県スキー連盟会長
青　柳　泰　治

熊本県スキー連盟会長
瀬　上　　　誠

大分県スキー連盟会長
玉　田　輝　義

佐賀県スキー連盟会長
松　永　　　茂

宮崎県スキー連盟会長
小　野　　　秀

鹿児島県スキー連盟会長
東八重　　　勉

長崎県スキー連盟会長
古　賀　　　汎

沖縄県スキー連盟会長
小　原　俊　之

参 与 山形市議会議員
長　澤　　　愛

山形市議会議員
安久津　　　優

山形市議会議員
中　川　智　子

山形市議会議員
阿　曽　　　隆

山形市議会議員
小　田　賢　嗣

山形市議会議員
髙　橋　康　輔

山形市議会議員
荒　井　拓　也

山形市議会議員
高　橋　正　樹

山形市議会議員
高　野　英　昭

山形市議会議員
石　山　廣　昭

山形市議会議員
井　上　和　行

山形市議会議員
佐　藤　清　徳

山形市議会議員
松　田　孝　男

山形市議会議員
佐　藤　亜希子

山形市議会議員
高　橋　公　夫

山形市議会議員
髙　橋　昭　弘

山形市議会議員
渋　江　朋　博

山形市議会議員
武　田　　　聡

山形市議会議員
鈴　木　　　進

山形市議会議員
仁　藤　　　俊

山形市議会議員
浅　野　弥　史

山形市議会議員
田　中　英　子

山形市議会議員
武　田　新　世

山形市議会議員
斉　藤　栄　治

山形市議会議員
遠　藤　吉　久

山形市議会議員
小　野　　　仁

山形市議会議員
渡　辺　　　元

山形市議会議員
斎　藤　淳　一

山形市議会議員
中　野　信　吾

山形市議会議員
菊　地　健太郎

山形市議会議員
鈴　木　善太郎

山形市議会議員
丸　子　善　弘

上山市議会議員
長澤　長右衛門 

上山市議会議員
尾　形　みち子

上山市議会議員
谷　江　正　照

上山市議会議員
木　村　泰　之

上山市議会議員
小　松　正　和

上山市議会議員
髙　橋　要　市

上山市議会議員
枝　松　直　樹

上山市議会議員
中　川　とみ子

上山市議会議員
佐　藤　　　昇

上山市議会議員
川　口　　　豊

上山市議会議員
守　岡　　　等

上山市議会議員
川　口　宏　美

上山市議会議員
棚　井　裕　一

上山市議会議員
川　崎　朋　巳

最上町議会議員
佐　澤　　　浩

最上町議会議員
佐　藤　義　男

最上町議会議員
尾　形　勝　雄

最上町議会議員
宮　本　　　浩

最上町議会議員
菅　　　　　孝

最上町議会議員
佐　藤　正　市

最上町議会議員
栗　林　浩　子

最上町議会議員
須　貝　康　幸

最上町議会議員
山　﨑　香菜子

山形市教育委員会教育委員
白　鳥　樹一郎

山形市教育委員会教育委員
中　村　　　篤

山形市教育委員会教育委員
細　谷　真紀子

山形市教育委員会教育委員
伊　藤　洋　子

上山市教育委員会教育委員
菅　野　高　志
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参 与 上山市教育委員会教育委員
木　村　佳代子

上山市教育委員会教育委員
長　藤　節　子

上山市教育委員会教育委員
山　口　　　誠

最上町教育委員
門　間　今朝徳

最上町教育委員
明　石　二三江

最上町教育委員
大　場　かおり

最上町教育委員
笠　原　正　三

山形市副市長
髙　倉　正　則

山形市副市長
井　上　貴　至

上山市副市長
鈴　木　英　夫

最上町副町長
伊　藤　　　勝

山形市健康医療部長
伊　藤　哲　雄

山形市商工観光部長
髙　橋　清　真

山形市消防本部消防長
鈴　木　強　志

山形市山形市立病院済生館事務局長
今　野　厚　志

山形市教育委員会教育部長
高　橋　一　実

上山市教育委員会関係課長
高　橋　秀　典

上山市教育委員会関係課長
西　田　　　浩

山形市会計管理者
鴨　田　尚　史

上山市会計管理者
武　田　　　浩

最上町会計管理者
阿　部　信　幸

山形県スキー連盟副会長
小笠原　俊　行

山形県スキー連盟副会長
桐　生　正　貴

山形県スキー連盟副会長
小　野　健　治

山形県スキー連盟顧問
遠　藤　利　明

山形県スキー連盟顧問
富　樫　　　稔

山形県スキー連盟顧問
岸　　　尚　彌

山形県スキー連盟顧問
三澤　与右衛門

山形県スキー連盟顧問
佐　藤　　　勇

山形県スキー連盟顧問
色　摩　安　紘

山形県スキー連盟顧問
菅　　　義　治

山形県スキー連盟顧問
早　坂　　　豊

山形県スキー連盟顧問
坂　野　雅　幸

山形県スキー連盟顧問
吉　田　有　士

山形県スキー連盟顧問
後　藤　孝　也

山形県スキー連盟顧問
堀　　　幸　雄

（公財）山形市スポーツ協会顧問
荒　木　善　行

（公財）山形市スポーツ協会顧問
西　谷　金　蔵

（公財）山形市スポーツ協会顧問
中　村　　　弘

（公財）山形市スポーツ協会顧問
長　沢　一　好

（公財）山形市スポーツ協会顧問
早　坂　　　孝

（公財）山形市スポーツ協会顧問
荒　井　　　満

（公財）山形市スポーツ協会顧問
須　貝　憲　明

上山市スポーツ協会顧問
鈴　木　隆　重

（公財）山形市スポーツ協会副会長
小　野　和　行

上山市スポーツ協会副会長
山　名　博　和

上山市スポーツ協会副会長
神　保　喜　弘

最上町スポーツ協会副会長
小　野　真　司

最上町スポーツ協会副会長
木　川　光　明

山形市スキー連盟顧問
斎　藤　淳　一

山形市スキー連盟顧問
井　上　和　行

山形市スキー連盟顧問
早　坂　　　豊

山形市スキー連盟顧問
山　口　勝　也

山形市スキー連盟顧問
塩　野　順　子

山形市スキー連盟顧問
小笠原　俊　行

上山市スキー連盟顧問
山　川　　　巌

最上町スキークラブ顧問
菅　　　義　治

最上町スキークラブ顧問
田　宮　秀　記

最上町スキークラブ顧問
田　村　寛　昭

上山市スキー連盟参与
垂　石　憲　紀

委 員 長 （公財）全日本スキー連盟専務理事
宮　沢　賢　一

副 委 員 長 山形市実行委員会事務局次長
早　坂　正　伸

上山市実行委員会事務局次長
舟　越　信　弘

最上町実行委員会事務局次長
板　垣　由紀子

山形県スキー連盟理事長
斎　藤　智　昭

山形市スキー連盟会長
木　村　正　幸

上山市スキー連盟会長
冨　田　政　利

最上町スキークラブ会長
板　垣　太　郎

委 員 最上町実行委員会宿泊部長
髙　橋　昌　裕

最上町実行委員会歓迎部長
橋　本　　　正

最上町実行委員会競技部長
板　垣　太　郎

（公財）全日本スキー連盟常務理事
米　満　ま　り

（公財）全日本スキー連盟常務理事
河　野　孝　典

（公財）全日本スキー連盟常務理事
白　石　博　基

（公財）全日本スキー連盟常務理事
若　月　　　等

（公財）全日本スキー連盟常務理事
土　田　　　茂

（公財）全日本スキー連盟理事
一ノ本　達　己

（公財）全日本スキー連盟理事
上　島　しのぶ

（公財）全日本スキー連盟理事
小田島　　　賢

（公財）全日本スキー連盟理事
大日方　邦　子

（公財）全日本スキー連盟理事
佐　伯　　　幸

（公財）全日本スキー連盟理事
神　　　和　人

（公財）全日本スキー連盟理事
武　井　香　樹

（公財）全日本スキー連盟理事
富　樫　泰　一

（公財）全日本スキー連盟理事
長　田　一　政

（公財）全日本スキー連盟理事
畑　中　淳　子

（公財）全日本スキー連盟理事
林　　　辰　男

（公財）全日本スキー連盟理事
藤　井　宣　文

（公財）全日本スキー連盟理事
藤　木　　　剛

（公財）全日本スキー連盟理事
森　　　　　晃

（公財）全日本スキー連盟理事
若　山　泰　生

（公財）日本アンチ・ドーピング機構検査企画チーム
川　上　　　啓

山形県スキー連盟副理事長兼総務本部長
石　山　清　和

山形県スキー連盟副理事長
杉　沼　　　智

山形県スキー連盟副理事長
小　関　和　美

山形県スキー連盟常任理事
木　村　正　幸

山形県スキー連盟常任理事
川　口　　　豊

山形県スキー連盟常任理事
吉　岡　昌　彦

山形県スキー連盟常任理事
片　倉　洋　二

山形県スキー連盟常任理事
近　野　長　美

山形県スキー連盟常任理事
菅　野　富士雄

山形県スキー連盟常任理事
斎　藤　哲　也

山形県スキー連盟常任理事
吉　見　和　典

山形県スキー連盟常任理事
長　南　　　進

山形県スキー連盟常任理事
佐　藤　光　弥

山形県スキー連盟理事
伊　藤　利　彦

山形県スキー連盟理事
菊　地　　　勉

山形県スキー連盟理事
庄　司　　　優

山形県スキー連盟理事
沼　澤　靖　浩

山形県スキー連盟理事
山　田　正　広

山形県スキー連盟理事兼教育本部長
勝　見　新　助

山形県スキー連盟教育副本部長
岡　崎　善　七

山形県スキー連盟教育副本部長
横　山　信　幸

山形県スキー連盟教育副本部長
岩　井　健　一

山形県スキー連盟理事
山　川　　　渡

山形県スキー連盟理事
中　村　喜　彦

山形県スキー連盟理事
武　田　俊　信

山形県スキー連盟理事
中　澤　俊　克

山形県スキー連盟理事
佐　藤　勇　人

山形県スキー連盟理事
木　村　英　司

山形県スキー連盟理事
小　松　正　和

山形県スキー連盟理事
小　嶋　幹　男

山形県スキー連盟理事
八　矢　好　幸

山形県スキー連盟理事
川　﨑　禮　子

山形県スキー連盟理事
小　口　　　智

山形県スキー連盟理事
鈴　木　文　衛

山形県スキー連盟理事
熊　谷　隆　史

山形県スキー連盟理事
佐　藤　貞　雄

山形県スキー連盟理事
五十嵐　昭　彦

山形県スキー連盟理事
高　橋　　　誠

山形県スキー連盟理事
生　田　健　一

山形県スキー連盟理事
佐　藤　達　也

山形県スキー連盟理事
八　鍬　俊　勝

山形県スキー連盟理事
斎　藤　秀　二

山形県スキー連盟理事
真　木　知代美

山形県スキー連盟理事
松　田　智　哉

山形県スキー連盟理事
渡　部　三　郎

山形県スキー連盟理事
富　樫　孝　弘

山形県スキー連盟理事
佐　藤　　　治

山形県スキー連盟理事
高　橋　鉄　也

山形県スキー連盟理事
佐　藤　二　郎

（公財）山形市スポーツ協会専務理事
井　関　滋　夫

（公財）山形市スポーツ協会常務理事
佐　藤　　　泉

上山市スポーツ協会理事長
岡　崎　昭　博

山形市スキー連盟副会長
飛　塚　重　男

上山市スキー連盟副会長
早　坂　啓　一

上山市スキー連盟副会長副会長
川　口　　　豊

最上町スキークラブ副会長
佐　藤　正　市
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第７８回国民スポーツ大会大会冬季大会スキー競技会
競技会役員編成基準

団体名

役員名
会場地市町

公益財団法人
全 日 本
スキー連盟

公益財団法人
日 本 ア ン チ
ドーピング機構

山 形 県 
ス キー連盟

会場地市町 
ス ポ ー ツ 
協 会

都 道 府 県 
ス キー連盟

会 場 地 市 町 
ス キ ー 連 盟

名 誉 会 長 市 町 長

会 長 会 長

副 会 長 実行委員会　　
事 務 局 長 副 会 長 会 長 会 長

顧 問
議 会 議 長 顧 問 会 長

教 育 長

参 与

議 会 議 員 副 会 長 顧 問 顧 問

教 育 委 員 顧 問 副 会 長 参 与

副 市 町 長 参 与

関 係 部 長

会計管理者

実行委員会
常 任 委 員

委 員 長 専 務 理 事

副 委 員 長 実行委員会　　
事務局次長 理 事 長 会 長

委 員
実行委員会事
務局各部長・
副 部 長

理 事 事務局担当者 理 事 常 務 理 事 副 会 長
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組　織　委　員　会
 
役     職 競技役員名 氏　　　名 所　属　等

委 員 長 組 織 委 員 長 若　月　　　等 （公財）全日本スキー連盟　常務理事（国体担当）

副 委 員 長 組 織 副 委 員 長 河　野　孝　典 （公財）全日本スキー連盟　常務理事（競技本部長）

組 織 副 委 員 長 林　　　辰　男 （公財）全日本スキー連盟　理事（国体担当）

組 織 副 委 員 長 冨　田　政　利 山形県スキー連盟　会長

組 織 副 委 員 長 吉　田　直　史 第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
山形県実行委員会　事務局長

組 織 副 委 員 長 花　輪　信　二 第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
山形市実行委員会　事務局長

組 織 副 委 員 長 横　戸　　　隆 第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
上山市実行委員会　事務局長

組 織 副 委 員 長 中　嶋　晴　幸 第78回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
最上町実行委員会　事務局長

委 員 組 織 委 員
（総合成績計算委員長） 羽　澤　　　貴 （公財）全日本スキー連盟

組 織 委 員 斎　藤　智　昭 山形県スキー連盟　理事長

組 織 委 員 田　口　　　將 秋田県スキー連盟　会長

ジャイアントスラローム競技
技 術 代 表 笹　原　宗　悦 （公財）全日本スキー連盟

クロスカントリー競技
技 術 代 表 山　本　専　一 （公財）全日本スキー連盟

スペシャルジャンプ競技
技 術 代 表 嶺　村　　　裕 （公財）全日本スキー連盟

コンバインド競技
技 術 代 表 長　南　広　基 （公財）全日本スキー連盟

ジャイアントスラローム競技
競 技 委 員 長 板　垣　太　郎 山形県スキー連盟

クロスカントリー競技
競 技 委 員 長 杉　沼　　　智 山形県スキー連盟

スペシャルジャンプ競技
競 技 委 員 長 遠　藤　晃　太 山形県スキー連盟

コンバインド競技
競 技 委 員 長 丸　田　　　徹 山形県スキー連盟
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陸上自衛隊「やまがた雪未来国スポ」協力隊編成表
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
招待者の範囲

大分類 中　　　分　　　類 小　　　　分　　　　類

県
　
　
　
　
　
外

１ 各 都 道 府 県
都道府県知事
都道府県議会議長

２ 次 期 開 催 県 等

次の開催県の実行委員会事務局長、同国体局長及び教育長　
⑴　第７８回冬季大会
⑵　第７８回本大会
⑶　第７９回冬季大会
⑷　特別国体スキー競技会

３ 特 別 協 力 者 国スポ特別協力者

県
　
　
　
　
　
内

１ 報 道 関 係 報道委員会委員

２ 県 関 係

山形県置賜総合支庁長
山形県庄内総合支庁長
山形県議会事務局長
山形県人事委員会事務局長

３ 学 校 関 係 大会協力学校長

４
県 ・ 会 場 地 
実 行 委 員 会

山形県実行委員会委員
山形市実行委員会委員
上山市実行委員会委員
最上町実行委員会委員

５ 特 別 協 力 者 国スポ特別協力者

（注）　招待対象者から大会役員及び競技会役員として委嘱されている者を除くものとする。
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笹原　宗悦　【SAJ】 １班
２班
３班
４班
５班
６班

関　　理奈　【SAJ】 ７班
８班

瀧澤　孝次　【SAJ】 ９班
10班

鈴木　基文　【SAJ】 11班
12班

鏡　　英樹　【SAJ】 13班
14班
15班

佐藤　智弥　【SAJ】

大場　善平　【SAJ】

庶務係長

齋藤源一郎
技術代表 コース係長 コース主任 コース係

曽根田哲心 佐久間秀晴 須藤　孝一 横山　雅直 五十嵐　士 粕谷　　寿

永瀬　　淳 今井　明彦 髙橋　秀樹
競技委員長 株木　　充 安部　範久 赤松　正明 牧　　寛之 齋藤　良輔

五十嵐信春
副競技委員長 佐藤　亮一 深田　浩文 佐藤真由美 結城　　初 板垣　健太
板垣　太郎 青木　俊二 佐藤　正市

遠藤　敦志

岡崎　若華 生田　秀治 小松　康博 秋保　雅史 五十嵐　玄 武田　　晃
主審 黒坂　星児 板垣　芽衣 板垣　祥太 髙橋　直道 小林　育実

野川　大地 佐々木彩華 越後英美華 生田　直也 佐藤　希海
スタート審判 國分　　充 長岡　秀幸 長岡　幸希 菅原　秀喜 伊藤　愛可

阿部　　翼 長倉　　丈 佐藤　亜純 清野　有里 五十嵐　玲
フィニッシュ審判 赤松　貴大 株木　玖隆 阿部　勝秋 菅　　裕之

佐藤　剛士 佐藤　伶耶 岸　　裕基 鏡　　大聖
セッター長 草刈　洋明 佐藤　柚貴 岩本　利通 齋藤　優策

林　　壱成 宗片　　周 山口　貴弘 高橋　颯太 杉田　開斗
村山さゆり 佐藤　陽和 阿部　桃佳 鈴口　真央 坂田　　結

セクレタリー 茶谷　秀羽 新井　蔵人 松浦晴尚朗 藤田　舜輝
長倉　　章 第20普通科連隊 10名
ASセクレタリー
宮嶋慎一郎
マテリアルコントローラー

ポイント計算委員

旗門審判係長

レーシングオフィス

今田　裕史

板垣由紀子
大場　賢一
今田　裕史
菅嶋　常也
曽根田哲心
佐藤　寿子

計時計算係長
遠藤　真一

菅嶋　常也

会場機材係長

医事・救護係長

佐藤　良栄

板垣　誠弘

圧雪車主任 圧雪車係
浅黄　俊也 阿部　彰彦 佐藤　　孝 海藤　　鷹 柴崎　大心

前走主任 前走者
岡崎有雨仁 鏡　　颯太 遠藤　　悠 伊藤　颯馬 柴崎　凌空 須賀　龍稀

佐藤　　穂 小川　竜司 設樂優太郎 丹野　　慧 小松　大晟
三上　玖我 阿部花日未 Coomber Ellie

旗門連絡主任 旗門連絡員
樋口　裕行 加藤　伸司 栗林　浩子 鈴木　日南

旗門審判係
１班
２班
３班
４班
５班
６班
７班
８班
９班

第20普通科連隊　10名

旗門審判主任 旗門審判班長
阿部　賢一 石塚　　清 秋保　真治 古澤　成人 阿部　寛一
田宮　秀記 田村　寛昭 奥山　正彦 岸　　祐司 山口　　隆
沼澤　　力 山科　久吉 中村　朝明 髙橋　亮一 井上　雄貴

生田　健一 森　　保二 安喰　　均 二戸　陽大
髙橋　　誠 小屋　寿幸 松田利喜雄 結城　　歩
石澤　祐一 原田　　肇 八鍬　英彦 阿部　大紀
有路　雅彦 今井　　徹 齋藤　主税 佐藤　徳法
岸　　錦也 佐藤　達也 髙橋　憲輔 金田　秀之
齋藤　光雄 安彦　　力 佐藤　大允 菅　　智行

第20普通科連隊　13名

佐藤　嵩彦
岸　　秀貴

会場機材主任 会場係
佐藤　正二 板垣　新一 後藤　拓朗 奥山　智広 小川　　浩

矢口　彩華（保健師）上嶋　彩花（保健師）伊藤　美里（保健師）

医事・救護主任 医事・救護係
井上　孝夫

菅　　智子佐藤　　佳（医　師）
本間宗一郎（医　師）
羽角　勇紀（医　師）

髙橋　伸彰 江戸　謙治
阿部　彰彦 佐藤　　孝 柴田　陽幸 阿部　　真 二戸　寛郎

庶務主任 庶務係

放送主任 放送係

掲示主任 掲示係

気象係

報道係

第20普通科連隊　２名

金田　明子 山田美由紀 齋藤　千枝 柴崎　郁恵 佐藤　寿子
式典・表彰主任 式典・表彰係

川田　愛美

菅　あかり 宮本　　舞 早坂　　萌 矢口　汐梨

佐々木修一 小野よう子
気象主任
笠原　　栄 堀　　敦夫
報道主任
伊藤　智洋 加藤　理子

渋井　和之 沓澤周美子 鎌田　祥子

マテリアルコントロール主任 マテリアルコントロール係
坂野　理絵 村山　義雄 田中　由美

スタート主任 スタート係
伊藤　裕幸 須田　進二 菅嶋　新一 松田　智哉 二戸　広行 堀　　敦夫

ピ ー タ ー
フィニッシュ主任 フィニッシュ係
鈴木　英行 笠原　啓一 下山　昭男 荒木　克晋 橋本　　正
電気計時主任 電気計時係
今井　正明 矢口　明美 鈴木　三幸 伊藤　道子 佐藤　輝彦 吉田　香織

二戸麻理香 福井　　由 二戸裕加里
手動計時主任 手動計時係
髙橋　順一 髙橋　　久
コンピューター主任 コンピューター係
小野　泰宏 冨所　謙一 井上あゆみ 中嶋英里香 保科　直美

ジャイアントスラローム競技役員
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冨田　昌男阿部　信行

三浦　洋平

志村　清司

佐藤　芽華

落合　信輝
堀　　昂葵

アシスタントセクレタリー

里見　健一

須藤　龍司

第20普通科連隊 ６名

大場　　聡 佐藤　亮一

柿崎　正志 菱沼　秀夫

金塚　洋輔 櫻井　　豊

式典・表彰主任
鈴木　雅巳

高橋　鉄也
三上　葵音

沼澤　倫世

スタジアム保安係長

アシスタントセクレタリー

SAJ指名JURY
下山　大輔

ビデオ・スリットカメラ係

RC（競技委員会）

スタート通告係

杉沼　　智 明石　　弘

山沢　　勝

ジュリー【SAJ】

競技役員長
岩川　耕治

菊池　祐樹

鎌田　浩美

渡邉　　誠

リレーレフリー

競技委員長
副競技委員長
セクレタリー

関門係長

佐藤　新一
セクレタリー
髙橋　　亨

杉原　　圭　【SAJ】 菊地　　英
競技委員長

As技術代表【SAJ】

佐藤　司郎

ジュリーから1名

副競技委員長
奥山　紗羅

技術代表【SAJ】
ジュリーメンバー

ジュリー【SAJ】

近藤　凌久
有路　太陽 本間　鼓白

神沼　天希
五十嵐　江

松田　結衣 柿崎　　仁
落合　宏治 島貫　聖也 佐藤　二郎

第20普通科連隊 ３名

岩田　賢一

海老原いく子

コンピューター主任

高橋　　平

佐々木泰弘

計時計算係長 スタート主任

関門主任 関門係

巡察係

スタート招集係

スタート合図係

電気計時係計時主任

フィニッシュ通告係

着順記録係

早坂　啓一

技術代表 コース係長 コース主任 コース係

As技術代表
山本　専一　【SAJ】

大久保利矩 安藤　　翼

落合　稜介 島貫　繁明 古瀬　友博

小屋　弘樹

高橋　賢一佐藤　貞雄 坂木　宥也 奥山　清人 柏倉　一輝 渡辺　皓大

第20普通科連隊 ５名
SAJ指名JURY トラックセッティング主任
野原　潤成　【SAJ】

須賀　歩夢
清水　直春　【SAJ】

佐藤　　孝 清野　俊雄

木村　文弥 河野　　

矢口　竜士 小野　葉月

北澤　謙志
小林　亮輝

香曽我部朋之

島貫　孝子 奥山　　悟

高橋　秀典 西田　　浩

阿部　公雅

トランスポンダー係
佐藤　和行

トラックセッティング係

折原　謙心

大場　宥誠

平山　優生
奥山　奈菜

大類　七海

渡邉　直幸

富樫　健一 名和千代太

大場　喜一 神尾　英昭

渡邉　　貴
コンピューター係

沼澤　靖浩

大澤　恭子 菅野　　幸 小関　有佳

佐藤　高嶺高須賀　郁

木村　英行

庶務係

式典・表彰係

菅原　孝一

高橋　英昭

気象主任

報道主任

山川　和夫
佐々木陽二
長谷部佳明

冨田　直樹
（医　師）

会田　純一
（看護師）

鏡　　洋志

大江　真澄
髙橋　正之
山口千恵子

医事・救護係長 医事・救護主任 医事・救護係

佐藤　勇人 小松　正和

第20普通科連隊 ５名

佐藤　竹志
細川　　正

スタジアム保安係長 スタジアム保安主任 スタジアム保安係

沼澤　竜介

横川　正之

庄司　裕樹 大場　祐輝

海谷　明浩 武田　敏弘

三浦　貞美

小向　尊成
三上　　琉 矢口琥太郎

長橋　　武 三浦　　覚

遠藤　正恵

福島　譲二 ルッツィ アイザック

渡辺不二雄

圧雪車主任

前後走主任 前後走係

圧雪車係

巡察主任

関門係長

手動計時係

フィニッシュ審判係フィニッシュ主任

安西　思温

日野　正人

庶務係長 庶務主任

放送主任

掲示主任

気象係

掲示係

放送係
大場　ゆり

碇谷　稜史

自衛隊
医師
上山市医師会
看護師
上山市医師会

コース係長

計時計算係長
庶務係長

医事・救護係長

技術顧問
石山不仁男
支援隊本部

クロスカントリー競技役員
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嶺村　　裕　【SAJ】

井上　隆一　【SAJ】 インラン主任 インラン係

髙畠　啓博　【SAJ】
関　　勇人　【SAJ】
佐藤　久和　【SAJ】
猪股　充拡　【SAJ】
斎藤　　勉　【SAJ】

高橋　雅彦　【SAJ】
丸山　寿明　【SAJ】

JURY

庶務係長 庶務主任 庶務係
遠藤　一人（事務局） 澤　　雅美（事務局）

福島　紀宏（事務局） 田丸　　翔（事務局）水澤　可奈（事務局）
放送主任 放送係

掲示主任 掲示係
半田ルミ子（事務局） 小松　佳子（事務局）

気象係

武田　貴浩（事務局）

冨樫　竹夫（事務局） 齋藤　孝文（事務局） 土屋　　毅（事務局）多田　健人（事務局）白壁　嘉恵（事務局）池田　滉志（事務局）

齋藤　芳和（事務局） 佐野亜由美（事務局） 大木　悠世（医　師）相馬　康平（医　師）中根幸太郎（医　師）
戸津　朱莉（事務局）

セクレタリー

菅野　公則
佐藤　柚月 日野森琥珀

志鎌　誠次 齋藤　良樹 安達　弘倫

第20普通科連隊 10名

小関　　徹

清水　広大

業務委託谷　祥太朗

奥山　利佳 小野　　哲
阿部　忠美

山田　唯人
鈴木さくら 猪川　椋人

齋藤　瑛斗

尾形　　衛 島貫かおり

技術代表

坂野　雅幸

飛距離判定係長

スロープカー係

飛型審判員

フォアジャンパー主任
マテリアル担当 齋藤　衣吹

熊谷　隆史
ビデオ判定主任

髙田光太郎
渡部　慎也
野澤　悠樹

柳町　房雄 舟山　勝夫

落合　創太 鈴木　楓花 海沼　優月
フォアジャンパー係

圧雪車係

佐藤　　誠 青木　憲彦
澤田　真拓

庄司　一儀 阿部　智也

櫻井　羽奈

滝口　正則

島貫　利徳
清野　良満

尾白　　梓塩倉　颯瀬

会場設備係長 会場設備主任

坂野伊勢磨

佐藤　喜成

山内智香子

村上　大空

ビデオ判定係

半田晋二郎

鈴木　光次 米野　源一

佐々木信明

三沢　利博

高橋　克昌

坂野　茂雄

清野　　翼

今野　貞治

As技術代表

医事・救護主任

佐藤　晃宏

風向風速・速度設備主任 風向風速・速度設備係

技術施設係長 通信設備主任

第20普通科連隊 １名 第20普通科連隊 ２名

通信設備係

山口　正志

尾形孫兵衛

鈴木　　充

情野　広志

医事・救護係長

報道主任

医事・救護係

式典・表彰主任

マテリアルコントローラー

スタート主任 スターター係ジャンプ台係長

遠藤　晃太

遠藤　正彦

佐貫　真悟

向田　祐也

佐貫　哲朗 佐藤　貴憲

第20普通科連隊 14名

岩﨑　　博
髙橋謙一郎 早川　昭博

滝沢　周大
飯田　健人 加藤　杏菜 谷口　聖実

技術代表

Asセクレタリー

佐藤　政利 折原　郁生
第20普通科連隊 ２名横山　隆典

蔵王観光株式会社 蔵王観光株式会社

佐野　英俊 鈴木　利一
後藤　大助 武田　恭一 齋藤　　豊 菅原　秀治
真壁　武志

圧雪車主任

渡邊　　梓 今井　敬裕
宮崎　真秋 安村　悠希

山口　智也
吉田　渓人

蓼沼　　卓
山西　友貴
西村　大佑
岡野　祐也

大木　幾広
阿部　好輝

競技委員長

副競技委員長

着地区域主任 ランディングエリア係

清水　高広

澤　　雅美

実施本部事務局
花輪　信二
早坂　正伸
遠藤　一人
福島　紀宏

海和　正己 佐藤　達哉 第20普通科連隊 10名

計算係長 計算主任 計算係

As技術代表
競技委員長

小林　裕大 岩﨑　里胡 斎藤　　優
高橋　廣喜
須崎　　均

看護師
蔵王パトロール

業務委託

鈴木富士雄 児玉　好之 斎藤　真一

飛距離判定員飛距離判定主任

スロープカー主任

大井　明彦 武田　敏幸
庄司　一儀

遠藤　貞昭

会場設備係

式典・表彰係

気象主任

齋藤　好美 安達　和弘
村山　雅美 布施　雅之 鈴木　泰子
菊地　　司

佐藤　　潤

渡辺　淳子

業務委託

業務委託

石山　広義 永島　史帆 白木信之介

セイコー 大坪　奏祐

beup

小澤わかば

菅野　由剛

品川　咲季

スペシャルジャンプ競技役員
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長南　広基　【SAJ】

正木　啓三　【SAJ】 インラン主任 インラン係

髙畠　啓博　【SAJ】
関　　勇人　【SAJ】
佐藤　久和　【SAJ】
猪股　充拡　【SAJ】
斎藤　　勉　【SAJ】

高橋　雅彦　【SAJ】
丸山　寿明　【SAJ】

JURY

庶務係長 庶務主任 庶務係
遠藤　一人（事務局） 澤　　雅美（事務局）

福島　紀宏（事務局） 田丸　　翔（事務局）水澤　可奈（事務局）
放送主任 放送係

掲示主任 掲示係
半田ルミ子（事務局） 小松　佳子（事務局）

気象係

武田　貴浩（事務局）

冨樫　竹夫（事務局） 齋藤　孝文（事務局） 土屋　　毅（事務局）多田　健人（事務局）白壁　嘉恵（事務局）池田　滉志（事務局）

齋藤　芳和（事務局） 佐野亜由美（事務局） 大木　悠世（医　師）相馬　康平（医　師）中根幸太郎（医　師）
戸津　朱莉（事務局）蔵王パトロール

情野　広志

医事・救護係長 医事・救護主任 医事・救護係
看護師

小関　　徹

野澤　悠樹
菊地　　司 鈴木富士雄 児玉　好之 斎藤　真一
村山　雅美

渡辺　淳子

海和　正己 佐藤　達哉 第20普通科連隊 10名
庄司　一儀 奥山　利佳 小野　　哲

気象主任
第20普通科連隊 ２名

計算主任

鈴木　楓花 海沼　優月

澤田　真拓 塩倉　颯瀬 尾白　　梓

武田　敏幸

鈴木　泰子布施　雅之

阿部　忠美 大井　明彦

齋藤　好美 安達　和弘 渡部　慎也

日野森琥珀 櫻井　羽奈 清水　広大
岩﨑　里胡 斎藤　　優

佐藤　　誠 青木　憲彦 滝口　正則

齋藤　良樹 阿部　好輝 安達　弘倫
庄司　一儀 阿部　智也 鈴木　利一佐野　英俊

吉田　渓人
山口　智也

柳町　房雄 舟山　勝夫 岩﨑　　博
早川　昭博 大木　幾広

武田　恭一 齋藤　　豊 菅原　秀治

清野　良満 髙橋謙一郎

競技委員長

スロープカー主任

飛距離判定係長

ランディングエリア係

菅野　公則 落合　創太
フォアジャンパー主任 フォアジャンパー係

島貫かおり

マテリアルコントローラー

マテリアル担当

業務委託 業務委託

尾形　　衛 佐藤　　潤

蔵王観光株式会社

スロープカー係

志鎌　誠次

後藤　大助

飛距離判定主任 飛距離判定員

蔵王観光株式会社

高橋　廣喜
須崎　　均
坂野　雅幸
谷　祥太朗
齋藤　瑛斗
髙田光太郎

技術代表
As技術代表

山田　唯人

副競技委員長

着地区域主任向田　祐也

遠藤　正彦
セクレタリー

Asセクレタリー

飛型審判員
佐貫　真悟

真壁　武志

佐藤　柚月
小林　裕大

競技委員長

As技術代表

清野　　翼

今野　貞治

横山　隆典

高橋　克昌
丸田　　徹

技術代表 ジャンプ台係長 スタート主任 スターター係
佐貫　哲朗 佐藤　貴憲 坂野　茂雄 三沢　利博 佐藤　政利 折原　郁生

第20普通科連隊 ２名

島貫　利徳

蓼沼　　卓 清水　高広
山西　友貴

実施本部事務局
花輪　信二
早坂　正伸
遠藤　一人
福島　紀宏
澤　　雅美

渡邊　　梓 今井　敬裕
西村　大佑 宮崎　真秋 安村　悠希 滝沢　周大
岡野　祐也 飯田　健人 加藤　杏菜 谷口　聖実
第20普通科連隊 14名

鈴木さくら 猪川　椋人 第20普通科連隊 10名
圧雪車主任 圧雪車係

齋藤　衣吹

ビデオ判定主任 ビデオ判定係
熊谷　隆史 セイコー 大坪　奏祐

計算係長
佐藤　晃宏 佐藤　喜成 山口　正志 石山　広義

計算係
永島　史帆 白木信之介

鈴木　光次 米野　源一 小澤わかば 品川　咲季
式典・表彰主任

山内智香子 佐々木信明 beup

式典・表彰係

菅野　由剛

技術施設係長 通信設備主任 通信設備係

会場設備係長 会場設備主任 会場設備係

業務委託

業務委託

報道主任

風向風速・速度設備主任
尾形孫兵衛

第20普通科連隊 １名

風向風速・速度設備係
坂野伊勢磨 遠藤　貞昭 鈴木　　充

半田晋二郎 村上　大空

コンバインドジャンプ競技役員
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長南　広基　【SAJ】

正木　啓三　【SAJ】

圧雪車係

前後走係

関門係長 関門主任 関門係

巡察主任 巡察係

計時主任

庶務係長 庶務主任 庶務係

放送主任 放送係

掲示主任 掲示係

気象係

石山不仁男
支援隊本部
自衛隊
医師
上山市医師会
看護師
上山市医師会

アシスタントセクレタリー
コース係長
関門係長
計時計算係長
庶務係長
スタジアム保安係長
医事・救護係長

技術顧問

セクレタリー

佐藤　司郎

技術代表【SAJ】

副競技委員長

副競技委員長

As技術代表【SAJ】
競技役員長

遠藤　正彦

杉沼　　智
セクレタリー
向田　祐也
アシスタントセクレタリー

ジュリーメンバー

RC（競技委員会）
競技委員長
副競技委員長

落合　信輝佐藤　二郎

名和千代太

菊池　祐樹

鎌田　浩美

佐藤　　孝 清野　俊雄

木村　文弥 河野　　

大場　祐輝

尾形　　衛

渡邉　　誠 横川　正之

島貫　聖也

香曽我部朋之 長橋　　武

三浦　貞美 庄司　裕樹

佐藤　亮一 海老原いく子 遠藤　正恵
島貫　孝子

細川　　正
菅原　孝一
山川　和夫

小関　有佳

大場　喜一 神尾　英昭

佐藤　晃宏 熊谷　隆史 高橋　昴士

大類　七海 島貫かおり

渡邉　直幸 三浦　洋平

会場保安係

木村　英行 佐藤　芽華

沼澤　靖浩 沼澤　竜介

福島　譲二 ルッツィ アイザック

三浦　　覚

坂野　茂雄

柿崎　正志 菱沼　秀夫 渡辺不二雄
スタート合図係

佐藤　竹志

鏡　　洋志

小松　正和

高橋　英昭

阿部　信行

碇谷　稜史

山口千恵子

岩川　耕治

金塚　洋輔

佐藤　勇人

冨田　直樹
（医　師）

会田　純一
（看護師）

大場　ゆり

鈴木　雅巳

櫻井　　豊

志村　清司

早坂　啓一

須藤　龍司

里見　健一

医事・救護係長 医事・救護主任

会場保安係長

医事・救護係

気象主任

報道主任

渡辺　皓大

第20普通科連隊 ５名

下山　大輔 大久保利矩 安藤　　翼

島貫　繁明 須賀　歩夢

技術代表 コース係長 コース主任 コース係

トラックセッティング主任 トラックセッティング係競技委員長

高橋　賢一 坂木　宥也
落合　稜介

奥山　清人佐藤　貞雄
As技術代表

丸田　　徹

前後走主任

小屋　弘樹

柏倉　一輝
古瀬　友博

第20普通科連隊 ３名

岩田　賢一 海谷　明浩

圧雪車主任

堀　　昂葵

有路　太陽

佐々木泰弘

山沢　　勝

明石　　弘

菊地　　英 日野　正人

落合　宏治

第20普通科連隊 ６名

大場　　聡

松田　結衣 柿崎　　仁

スタート招集係
武田　敏弘

奥山　　悟

手動計時係

フィニッシュ審判係

フィニッシュ通告係

着順記録係

トランスポンダー係

スタート通告係

高橋　秀典

沼澤　倫世

西田　　浩

佐藤　和行

電気計時係

第20普通科連隊 ５名

三上　葵音

大澤　恭子 菅野　　幸

冨田　昌男

大江　真澄
髙橋　正之

佐々木陽二
長谷部佳明

平山　優生
北澤　謙志 阿部　公雅 奥山　紗羅 奥山　奈菜
安西　思温 小林　亮輝 折原　謙心 近藤　凌久

本間　鼓白 五十嵐　江 小向　尊成
三上　　琉 矢口琥太郎 大場　宥誠 神沼　天希
矢口　竜士 小野　葉月

計時計算係長

式典・表彰主任

フィニッシュ主任

スタート主任

式典・表彰係

富樫　健一
ビデオ・スリットカメラ係

高橋　　平

会場保安主任

コンピューター主任 コンピューター係

高橋　鉄也

コンバインドクロスカントリー競技役員
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はながたベニちゃん（山形市） カセ坊（上山市） モガンバ（最上町）

資 料 編
山形県実行委員会 名簿・会則・事務局規程
山形市実行委員会 名簿・会則・事務局要綱
上山市実行委員会 名簿・会則・事務局規程
最上町実行委員会 名簿・会則・事務局規程
山形県実施本部組織図・山形市実施本部組織図
上山市実施本部組織図・最上町実施本部組織図
宿泊要項・輸送交通要項・医療救護要項

都道府県別参加人数一覧表
種目別参加人数一覧表

大会参加者数・各種業務実績
経過概要
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　山形県実行委員会
 （順不同・敬称略）
会　　　長　　吉　村　美栄子

副　会　長　　森　田　　　廣　　佐　藤　孝　弘　　山　本　幸　靖　　髙　橋　重　美　　冨　田　政　利

　　　　　　　平　山　雅　之　　髙　橋　広　樹

顧　　　問　　楠　見　晋　一　　遠　藤　利　明　　加　藤　鮎　子　　鈴　木　憲　和　　芳　賀　道　也

　　　　　　　舟　山　康　江

参　　　与　　持　増　　　誠　　武　田　宜　則　　小　野　慎　介　　山　川　　　孝　　小　関　博　資

　　　　　　　工　藤　恵　子　　和　田　弥寿子　　丹　治　亜香音　　寒河江　浩　二　　橋　本　政　之

　　　　　　　佐　藤　克　弘　　兼　田　徳　幸　　横　田　信　行　　宮　崎　　　敦　　柏　崎　幸　三

　　　　　　　増　渕　　　稔　　大　泉　　　謙　　板　垣　正　義　　横　沢　善　則　　水　田　貴　朗

　　　　　　　鈴　木　謙　司　　佐　藤　文　彦　　渡　辺　正　行　　橋　本　浩　一

委　　　員　　向　田　　　淳　　森　田　裕　介　　有　路　仙　之　　今　野　美奈子　　遠　藤　寛　明

　　　　　　　松　井　　　愛　　佐　藤　文　一　　五十嵐　智　洋　　吉　村　和　武　　楳　津　博　士

　　　　　　　石　川　　　渉　　伊　藤　香　織　　梅　津　庸　成　　遠　藤　和　典　　菊　池　文　昭

　　　　　　　髙　橋　啓　介　　奥　山　誠　治　　石　川　正　志　　小　松　伸　也　　伊　藤　重　成

　　　　　　　沼　澤　好　德　　大　澤　賢　史　　鈴　木　邦　夫　　松　澤　勝　志　　岡　本　泰　輔

　　　　　　　中　川　　　崇　　小　中　章　雄　　西　澤　恵　子　　堀　井　洋　幸　　我　妻　　　悟

　　　　　　　大　泉　定　幸　　地　主　　　徹　　小　林　　　寛　　西　澤　義　和　　菅　原　和　彦

　　　　　　　庄　司　雅　人　　加　藤　淳　一　　長谷川　幸　司　　大　沢　芳　朋　　伊　藤　一　雄

　　　　　　　井　上　貴　至　　鈴　木　英　夫　　伊　藤　　　勝　　金　沢　智　也　　横　戸　　　隆

　　　　　　　中　嶋　晴　幸　　逸　見　良　昭　　小　川　久　義　　大　場　　　聡　　矢　吹　栄　修

　　　　　　　相　田　光　照　　阿　部　弘　生　　菅　間　裕　晃　　黒　田　一　彦　　須　藤　勇　司

　　　　　　　小笠原　俊　行　　桐　生　正　貴　　小　野　健　治　　坂　上　一　美　　佐　藤　裕　恒

　　　　　　　村　上　ゆかり　　田　中　　　克　　須　貝　英　彦　　武　田　靖　裕　　古　沢　和　明

　　　　　　　矢　野　秀　弥　　小野木　　　覺　　平　井　康　博　　折　原　敬　一　　中　目　千　之

　　　　　　　若　月　裕　子　　吉　村　美栄子　　長谷川　正　芳　　五十嵐　敏　則　　佐　藤　信　幸

　　　　　　　村　　　紀　明　　石　川　康　夫　　佐　藤　敏　英　　佐々木　高　敏　　渡　会　俊　輔

　　　　　　　櫻　庭　玲　子　　阿　部　雅　宏　　鳥　村　成　実

監　　　事　　山　田　敦　子　　鴨　田　尚　史
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　山形県実行委員会会則
第１章　総　　　　　則

 （名　称）
第 １条　本会は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実行委員会（以下「本会」と
いう。）と称する。
 （事務所）
第２条　本会の事務所は、山形県教育局内に置く。
 （目　的）
第 ３条　本会は、公益財団法人日本スポーツ協会の国民体育大会開催基準要項に基づき、山形県におい
て開催する第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会（以下「大会」という。）の必要な準備と
運営に関する事業を行うことを目的とする。
 （事　業）
第４条　本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。
　⑴　大会開催に必要な方針及び総合的な計画に関すること。
　⑵　開始式及び表彰式に関すること。
　⑶　役員、選手団等の宿泊及び輸送等に関すること。
　⑷　競技運営に関すること。
　⑸ 　公益財団法人日本スポーツ協会、文部科学省、関係競技団体、その他関係機関及び関係団体との
連絡調整に関すること。

　⑹　前各号に掲げるもののほか、大会の開催に必要な事項に関すること。
 

第２章　組　　　　　織
 （組　織）
第５条　本会は、会長及び委員をもって組織する。
２　会長は、山形県知事をもって充てる。
３　委員は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱する。
　⑴　会場地市町の長
　⑵　県及び会場地市町の議会議員
　⑶　国、県及び会場地市町のその他役職員
　⑷　スポーツ団体、その他の関係機関及び関係団体の役職員
　⑸　前各号に掲げるもののほか大会開催に関係のある者
４　委員が、前項第１号から第５号に規定する者でなくなったときは、その資格を失うものとする。
 （役　員）
第６条　本会に、会長のほか次の役員を置く。
　⑴　副会長　　若干名
　⑵　監　事　　若干名
 （役員の選出）
第７条　副会長は、委員のうちから会長が委嘱する。
２　監事は、会長が委嘱する。
３　役員が、役員就任時の機関、団体等の役職を離れたときは、その資格を失うものとする。
 （役員の職務）
第８条　会長は、本会を代表し、会務を総理する。
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２ 　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、あらかじめ会長の指名した副会長がその職務を
代理する。
３　監事は、本会の財務会計を監査する。
 （顧問及び参与）
第９条　本会に顧問及び参与を置くことができる。
２　顧問及び参与は、会長が委嘱する。
３　顧問は、重要な事項について、会長の諮問に応じ助言する。
４　参与は、重要な会務に参与する。
 （任　期）
第10条　委員、役員、顧問及び参与の任期は、本会の目的が達成されたときまでとする。

第３章　会　　　　　議
 （会議の種類）
第11条　本会に次の会議を置く。
　⑴　総　会
　⑵　常任委員会
 （総　会）
第12条　総会は、役員及び委員をもって構成する。
２　総会は、会長が招集し、会長がその議長となる。
３　総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。
　⑴　会則の制定及び改廃に関すること。
　⑵　事業計画及び事業報告に関すること。
　⑶　予算及び決算に関すること。
　⑷　常任委員会への委任に関すること。
　⑸　大会開催に係る重要な事項に関すること。
　⑹　その他会長が必要と認める重要な事項に関すること。
４　総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。
５ 　総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された事項について、代理人にその議決に係る権限を
委任し、又は書面をもって議決に加わることができる。
 （常任委員会）
第13条　常任委員会は、会長、副会長及び常任委員をもって構成する。
２　常任委員は、委員のうちから会長が委嘱する。
３　常任委員会は、会長が必要に応じて招集し、会長がその議長となる。
４　常任委員会は、次の事項を審議し、決定する。
　⑴　総会から委任を受けた事項に関すること。
　⑵　総会を招集するいとまのない緊急な事項に関すること。
　⑶　その他会長が必要と認める事項に関すること。
５　常任委員会は、前項の規定により審議し決定したときは、これを次の総会に報告しなければならない。
６　前条第４項及び第５項の規定は、常任委員会について準用する。

第４章　専　決　処　分
 （会長の専決処分）
第 14条　会長は、総会及び常任委員会（以下本条において「総会等」という。）の権限に属する事項のうち、
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会議を招集するいとまがない場合における緊急な事項については、これを専決処分することができる。
２ 　会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等に報告し、その承認を求めなけ
ればならない。

第５章　事　　務　　局
 （事務局）
第15条　本会の事務を処理するため、事務局を置く。
２　事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第６章　会　　　　　計
 （経　費）
第16条　本会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。
 （会計年度）
第17条　本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。
２　本会の会計に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第７章　解　　　　　散
 （解　散）
第18条　本会は、その目的が達成されたときに解散する。
２　本会が解散した場合において残余財産が生じたときは、山形県に帰属するものとする。

第８章　補　　　　　則
 （補　則）
第19条　この会則に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。

附　則
１　この会則は、令和４年６月24日から施行する。
２ 　第17条の規定にかかわらず、本会発足年の会計年度は、この会則施行の日から令和５年３月31日ま
でとする。
３　この会則は、令和５年４月１日から改正する。
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　山形県実行委員会事務局規程
第１章　総　　　　　則

 （趣　旨）
第 １条　この規程は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実行委員会（以下「実行
委員会」という。）会則15条第２項の規定により、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山
形県実行委員会事務局（以下「事務局」という。）の運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

第２章　事　　務　　局
 （事務局）
第２条　本会の事務所は、山形県教育局国民スポーツ大会推進課に置く。
 （業　務）
第３条　事務局は、実行委員会に関する事務を処理する。
 （組　織）
第４条　事務局の組織は、別表第１のとおりとする。
 （職　員）
第５条　事務局に次の職員を置く。
　⑴　事務局長　　１名
　⑵　参　事　　　１名
　⑶　事務局次長　１名
　⑷　事務局員　　若干名
２　前項の職員には、別表第１括弧内に掲げる山形県職員をもって充てる。
３　会長は、前項に定めるもののほか、特に必要があると認めるときは、職員を任命することができる。
 （職　務）
第６条　事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を総括し、所属の職員を指揮監督する。
２　参事は、事務局長の命を受け、事務局の事務を処理する。
３　事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときは、その職務を代理する。
４　事務局員は、上司の命を受け、事務に従事する。

第３章　事 務 の 決 裁
 （専　決）
第７条　事務局長は、次に掲げる事務を専決することができる。
　⑴　参事及び事務局次長の服務に関すること。
　⑵　参事及び事務局次長の旅行命令に関すること。
　⑶　総会及び常任委員会の庶務に関すること。
　⑷ 　山形県事務代決及び専決事務に関する規程第４条第１項に定められている契約及び支出負担行為
に関する部長専決事項に相当する事項。

　⑸　予算の流用に関すること。
　⑹　第５条第３項に定める職員の任命に関すること。
２　事務局次長は、次に掲げる事務を専決することができる。
　⑴　事務局職員の服務に関すること。
　⑵　事務局職員の旅行命令及び職員以外の旅行依頼に関すること。
　⑶　会議の庶務に関すること。
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　⑷ 　山形県事務代決及び専決事務に関する規程第４条第１項に定められている契約及び支出負担行為
に関する課長専決事項に相当する事項。

　⑸　担当事務に係る軽易及び定例的な事務処理に関すること。
　⑹　前各号に準じる事務に関すること。
３ 　前各項の規定に関わらず、重要又は異例に属すると認められる事項については、上司の決裁を受け
なければならない。
 （代　決）
第 ８条　会長不在のときは副会長が、会長及び副会長がともに不在のときは、事務局長がその職務を代
決する。
２　事務局長が不在のときは、事務局次長がその事務を代決する。
３ 　前各号の規定に関わらず、代決権者において重要若しくは異例に属すると認められる事項について
は、代決することができない。
 （代決した事務の処理）
第 ９条　前条第１項及び第２項の規定により代決した者は、その代決した事務について決裁権者に報告
を要すると認められるときは、速やかに決裁権者に報告しなければならない。

第４章　文　　　　　書
 （記号及び番号）
第 10条　文書には記号及び一連番号を付さなければならない。ただし、軽易な文書についてはこれを省
略することができる。
２　記号は「山形国実」とする。
 （発信者名）
第 11条　文書の発信者名は、会長名を用いるものとする。ただし、事案の軽易な文書にあっては、事務
局長名を用いることができる。
 （文書の保存）
第12条　処理済みの文書は、編てつし、事務局長が指定する日まで保存しなければならない。
 （準　用）
第 13条　この章に定めるもののほか、文書の取扱いについては、山形県教育委員会の文書の取扱いの例
による。

 第５章　公　　　　　印
 （公　印）
第14条　事務局で使用する公印は、別表第２のとおりとする。
２　前項に定める公印の保管者は、事務局次長とする。
 （準　用）
第 15条　前条に定めるもののほか、公印の取扱いについては、山形県教育委員会の公印の取扱いの例による。

第６章　服務並びに給与及び旅費

 （服　務）
第16条　職員の服務については、山形県教育委員会職員の例による。
 （賃金等）
第 17条　第５条第３項に基づく職員の賃金、勤務時間その他の勤務条件については、事務局長が別に定
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めるもののほか、山形県会計年度任用職員取扱要綱を準用する。
 （旅　費）
第18条　職員の旅費の額及びその支給方法については、山形県教育委員会職員の例による。
 （費用弁償）
第 19条　役員及び委員等が会務のため出張したときは、その旅費について費用弁償する。ただし、山形
市に居住又は勤務する役員及び委員の総会又は常任委員会出席旅費については、この限りでない。
２　前項の費用弁償の額及びその支給方法は山形県の例による。

第７章　財　　　　　務
 （予算編成方針）
第 20条　事務局長は、予算を編成しようとするときは、事業計画についてあらかじめ会長の承認を受け
なければならない。
 （出納員）
第21条　事務局に出納員を置く。
２　出納員は、事務局員の中から事務局長が別に指名する。
３　出納員は、出納その他の会計事務を行う。
 （金融機関の指定）
第22条　現金の出納は、事務局長が指定する金融機関を通して取扱うものとする。
 （決　算）
第 23条　事務局長は、出納に関する事務を完了したときは、速やかに歳入・歳出決算書を作成し、証拠
書類を添付して会長に提出しなければならない。
 （剰余金の翌年度繰越）
第24条　各会計年度において、決算上剰余金を生じたときは、翌年度の歳入に繰り入れなければならない。
 （準　用）
第 25条　この章に定めるもののほか、予算、決算、契約、収入、支出その他財務会計に関する事項につ
いては、山形県の財務に関する諸規程の例による。

第８章　補　　　　　則
 （補　則）
第26条　この規程に定めるもののほか、事務局の運営に関して必要な事項は、事務局長が別に定める。

附　則
１　この規程は、令和４年６月24日から施行する。
２　この規程は、令和５年４月１日から改訂する。
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別表第１

別表第２
公　印　の　名　称 形　状 寸　法 書　体

第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
山形県実行委員会会長之印 正方形 30mm てん書

第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
山形県実行委員会事務局長之印 正方形 25mm てん書
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　山形市実行委員会
 （順不同・敬称略）
会　　　長　　佐　藤　孝　弘

副　会　長　　長谷川　幸　司　　金　沢　智　也　　冨　田　政　利　　平　井　康　博　　逸　見　良　昭

　　　　　　　木　村　正　幸　　岡　崎　善　七　　畑　口　和　久

顧　　　問　　遠　藤　利　明　　荒　木　貴　志

委　　　員　　丸　子　善　弘　　髙　橋　昭　弘　　田　中　英　子　　安久津　　　優　　髙　橋　康　輔

　　　　　　　武　田　　　聡　　武　田　新　世　　斉　藤　栄　治　　鈴　木　善太郎　　五十嵐　　　慎

　　　　　　　髙　橋　信　一　　小笠原　俊　行　　桐　生　正　貴　　斎　藤　智　昭　　菊　地　　　勉

　　　　　　　山　田　正　広　　熊　谷　隆　史　　井　関　滋　夫　　岩　城　和　彦　　金　谷　　　透

　　　　　　　竹　　　直　也　　岡　崎　博　門　　斉　藤　　　亘　　黒　﨑　広　宣　　岡　崎　彌平治

　　　　　　　大　木　剛　裕　　伊　藤　哲　雄　　髙　橋　清　真　　鈴　木　強　志　　今　野　厚　志

　　　　　　　高　橋　一　実

監　　　事　　鴨　田　尚　史　　江　川　　　隆
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　山形市実行委員会会則
第１章　総　　　　　則

 （名　称）
第 １条　この会は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形市実行委員会（以下「実行委
員会」という。）と称する。

 （事務所）
第２条　実行委員会の事務所を山形市企画調整部スポーツ課に置く。
 （目　的）
第 ３条　実行委員会は、公益財団法人日本スポーツ協会国民体育大会開催基準要項に基づき、第７８回
国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会（以下「大会」という。）の開催に必要な準備及び運営に関す
る業務を行うことを目的とする。 
 （業　務）
第４条　実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。
　⑴　大会の運営に必要な総合企画に関すること。
　⑵　関係機関及び団体との連絡調整に関すること。
　⑶　競技運営及び競技別式典・表彰に関すること。
　⑷　大会の運営に必要な宿泊、輸送に関すること。
　⑸　大会の運営に必要な医事衛生、消防警備に関すること。
　⑹　その他大会の目的を達成するために必要なこと。

第２章　組　　　　　織
 （組　織）
第 ５条　実行委員会は、行政機関の職員、関係機関団体の代表者及びスポーツ団体の役員のうちから、
会長が委嘱又は任命した委員をもって組織する。
 （役　員）
第６条　実行委員会に次の役員を置く。
　⑴　会　長　　　　１名
　⑵　副会長　　　若干名
　⑶　委　員　　　若干名
　⑷　監　事　　　若干名
 （役員の選出）
第７条　会長は、山形市長をもって充てる。
２　副会長は、委員のうちから会長が任命する。
３　監事は、会長が委嘱する。
４　役員は、役員就任時の機関、団体等の役職を離れたときは、その資格を失うものとする。
 （役員の職務）
第８条　会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。
２ 　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指
名した副会長がその職務を代理する。
３　監事は、実行委員会の財務会計を監査する。
 （顧　問）
第９条　実行委員会に顧問を置くことができる。
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２　顧問は、会長が委嘱する。
３　顧問は、重要な事項について、会長の諮問に応ずる。
 （任　期）
第10条　委員及び役員の任期は、第３条の目的が達成されたときまでとする。

第３章　会　　　　　議
 （会　議）
第11条　実行委員会に、次の会議を置く。
　⑴　総　会
 （総　会）
第12条　総会は、会長、副会長及び委員をもって構成する。
２　総会は、会長が招集し、会長がその議長となる。
３　総会は、次の事項を審議し、決定する。
　⑴　実行委員会の会則の制定及び改廃に関すること。
　⑵　大会開催に係る重要な事項に関すること。
　⑶　事業計画に関すること。
　⑷　予算及び決算に関すること。
　⑸　その他会長が必要と認める事項に関すること。
４　総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

第４章　会長の専決処分
第 13条　会長は、総会の権限に属する事項のうち、会議を招集するいとまがない場合における緊急な事
項については、これを専決処分することができる。
２ 　会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等に報告し、その承認を求めなけ
ればならない。

第５章　事　　務　　局
第14条　実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。
２　事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第６章　会　　　　　計
 （経　費）
第15条　実行委員会の経費は、負担金及びその他の収入をもって充てる。 
 （会計年度） 
第16条　実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
２ 　実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が定めるもののほか、山形市財務規則（昭和45年市規
則第８号）の例による。

第７章　解　　　　　散
 （解　散）
第17条　実行委員会は、第３条の目的が達成されたときに解散する。
 （残余財産の帰属）
第18条　前条の規定により実行委員会が解散した場合において、その残余財産は、山形市に帰属するも
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のとする。

第８章　補　　　　　則
第19条　この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関して必要な事項は、　会長が別に定める。

附　則
 （施行期日）
１  この会則は、令和４年12月27日から施行する。
 （経過措置）
２ 　第16条の規定にかかわらず、発足当初の会計年度は、この会則の施行の日から　翌年３月31日まで
とする。
附　則
１　この会則は、令和５年４月１日から施行する。
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　山形市実行委員会事務局要綱
第１章　総　　　　　則

 （趣　旨）
第 １条　この要綱は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形市実行委員会（以下「実行
委員会」という。）会則第14条第２項の規定に基づき、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技
会山形市実行委員会事務局（以下「事務局」という。）の組織及び運営等に関し、必要な事項を定める
ものとする。

第２章　事　　務　　局
 （設　置）
第２条　事務局は、山形市企画調整部スポーツ課に置く。
 （業　務）
第３条　事務局は、実行委員会に関する事務を処理する。

第３章　組　　　　　織
 （組織及び分掌事務）
第４条　事務局の事務は、別表第１に定めるところにより、分掌する。
 （職　員）
第５条　事務局に次の職員を置く。
　⑴　事務局長　　１名
　⑵　事務局次長　１名
　⑶　事務局員　　若干名
２ 　前項の職員には、事務局長については山形市企画調整部文化スポーツ推進監、事務局次長について
は山形市企画調整部スポーツ課長、事務局員については山形市企画調整部スポーツ課職員を充てる。
 （職　務）
第６条　事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を統括する。
２ 　事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故があるとき、又は事務局長が欠けたときは、そ
の職務を代理する。
３　事務局員は、上司の命を受け、事務に従事する。

第４章　決　　　　　裁
 （決裁手続）
第 ７条　事務局の事務を執行するときは、原則として、順次上司の決裁を経て、会長の決裁を受けるも
のとする。
 （代　決）
第 ８条　会長が不在のときは、あらかじめ会長の指名する副会長（山形市企画調整部長）がその事務を
代決することができる。
 （専　決）
第 ９条　会長が指名する副会長、事務局長及び事務局次長は、別表第２に定める事務を専決することが
できる。
 （専決事務の代決）
第 10条　会長が指名する副会長及び事務局長の専決事務について、会長が指名する副会長が不在のとき
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は事務局長、事務局長が不在のときは事務局次長が、その事務を代決することができる。
 （準　用）
第 11条　この章に定めるもののほか、事務局の事務の代決及び専決に関しては、山形市事務代決及び専
決に関する規程（昭和34年市訓令第２号）を準用する。

第５章　文書及び公印
 （文書記号及び番号）
第12条　発送文書には、文書記号及び文書番号を付するものとする。
２　文書記号は「山市国実」とする。
３ 　文書番号は、事務局に備付けの文書発送簿によって会計年度による一連の番号によるものとする。
 （公　印）
第13条　会長及び事務局長の公印の名称、寸法及び書体は、別表第３のとおりとする。
２　前項の公印は、事務局次長が保管する。
 （公印の取扱い等）
第 14条　前条に定めるもののほか、公印の取扱いに関しては、山形市公印管理規程（昭和44年市訓令第
５号）の例による。

第６章　財　　　　　務
 （財　務）
第 15条　現金及び物品の出納その他の会計事務に関しては、この章に定めるもののほか、山形市財務規
則（昭和45年市規則第８号）、山形市契約規則（昭和39年市規則第18号）その他山形市の財政に関する
諸規程を準用して取り扱うものとし、必要な事項は、事務局長が別に定める。
 （出納員）
第16条　事務局に出納員を置き、事務局次長がその職務を行う。
 （出納整理期間）
第 17条　現金及び物品の出納に伴う事務は、当該出納に係る会計年度経過後２か月以内にその整理を完
了しなければならない。
 （現金の出納）
第18条　現金の出納は、会長が別に指定する金融機関を通じて取り扱うものとする。
 （決　算）
第 19条　会長は、会計年度経過後２か月以内に収支決算書を作成し、実行委員会の監事の審査を経て、
次の実行委員会総会の認定に付さなければならない。
 （剰余金）
第20条　各会計年度において、剰余金が生じたときは、翌年度の歳入に繰り入れるものとする。
 （備付帳簿）
第21条　事務局に次の帳簿を備え付け、所定の事項を記載しなければならない。
　⑴　歳入簿
　⑵　歳出簿
　⑶　現金出納簿
 （旅　費）
第 22条　事務局の職員に対する旅費の支給に関しては、山形市一般職の職員等の旅費に関する条例（昭
和29年市条例第11号）の規定を準用する。
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第７章　補　　　　　則
第23条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。

附　則
　この要綱は、令和４年12月27日から施行する。
附　則
　この要綱は、令和５年４月１日から施行する。

別表第１（第４条関係）
組　織　及　び　分　掌　事　務

担　当 分　　　掌　　　事　　　務

総務・広報担当

１　総合準備計画に関すること。
２　諸要綱の制定及び改廃に関すること。
３　関係機関及び団体との連絡調整に関すること。
４　総会に関すること。
５　財務及び物品に関すること。
６　広報に関すること。
７　その他に属さない事項に関すること。

式典担当 １　競技別表彰式に関すること。
２　その他競技別式典等に関すること。

競技・施設担当

１　競技会場に関すること。
２　競技団体等との連絡調整に関すること。
３　競技会に係る器具・用具に関すること。
４　競技役員及び補助員に関すること。
５　その他競技、施設等に関すること。

宿泊・輸送
医事衛生
消防警備担当

１　宿泊、輸送、通信及び記録に関すること。
２　医事衛生、消防警備に関すること。
３　その他宿泊、輸送等に関すること。

別表第２（第９条関係）
専　決　事　務　の　指　定

副会長専決事務

１　１件500万円を越える支出負担行為及び収入金の調定に関すること。
２　事業計画案及び予算案に関すること。

事務局長専決事務

１　１件500万円までの支出負担行為及び収入金の調定に関すること。
２　１件300万円を超える支出命令に関すること。
３　予算の費目間の流用に関すること。

事務局次長専決事務

１　１件300万円までの支出負担行為及び収入金の調定に関すること。
２　１件300万円までの支出命令に関すること。
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別表第３（第13条関係）
公　　印　　の　　種　　類

公　印　の　名　称 寸　法 書　体

第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
山形市実行委員会会長之印 方24㎜ てん書

第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
山形市実行委員会事務局長之印 方24㎜ てん書
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　上山市実行委員会
 （順不同・敬称略）
会　　　長　　山　本　幸　靖

副　会　長　　鈴　木　英　夫　　横　戸　　　隆　　大　沢　芳　朋　　小　川　久　義　　冨　田　政　利

委　　　員　　近　松　敬　朗　　五十嵐　伸一郎　　垂　石　憲　紀　　岩　川　耕　治　　原　田　一　博

　　　　　　　杢　　　利　幸　　桐　生　正　貴　　斎　藤　智　昭　　菊　地　　　勉　　沼　澤　靖　浩

　　　　　　　山　田　正　広　　佐　藤　司　郎　　黒　田　彰　久　　高　橋　秀　典　　西　田　　　浩

　　　　　　　舟　越　信　弘

監　　　事　　井　上　政　幸　　武　田　　　浩
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　上山市実行委員会会則
第１章　総　　　　　則

 （名　称）
第 １条　この会は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会上山市実行委員会（以下「実行委
員会」という。）と称する。

 （事務所）
第２条　実行委員会の事務所は、上山市役所内に置く。
 （目　的）
第 ３条　実行委員会は、公益財団法人日本スポーツ協会の国民体育大会開催基準要項に基づき、第７８
回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会（以下「大会」という。）の開催に必要な準備及び運営に関
する業務を行うことを目的とする。 
 （業　務）
第４条　実行委員会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。
　⑴　大会の運営に必要な総合企画に関すること。
　⑵　関係機関及び団体との連絡調整に関すること。
　⑶　競技運営に関すること。
　⑷　大会の運営に必要な宿泊、交通、警備、医務及び施設整備計画に関すること。
　⑸　その他大会の目的を達成するために必要なこと。

第２章　組　　　　　織
 （組　織）
第 ５条　実行委員会は、行政機関の職員並びに関係機関、団体の代表者及び体育団体の役員並びに学識
経験者のうちから、会長が委嘱した委員をもって組織する。
 （役　員）
第６条　実行委員会に次の役員を置く。
　⑴　会　長　　　　１名
　⑵　副会長　　　若干名
　⑶　監　事　　　若干名
（役員の選出）
第７条　会長は、上山市長をもって充てる。
２　副会長は、委員のうちから会長が委嘱する。
３　監事は、会長が委嘱する。
４　役員が、役員就任時の機関、団体等の役職を離れたときは、その資格を失うものとする。
 （役員の職務）
第８条　会長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。
２ 　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長の指名
した副会長がその職務を代理する。
３　監事は、実行委員会の財務会計を監査する。
 （任　期）
第９条　委員及び役員の任期は、第３条の目的が達成されたときまでとする。
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第３章　会　　　　　議
 （会　議）
第10条　実行委員会に次の会議を置く。
　⑴　総　会
 （総　会）
第11条　総会は、会長、副会長及び委員をもって構成する。
２　総会は、会長が招集し、会長がその議長となる。
３　総会は、次の事項を審議し、決定する。
　⑴　実行委員会の会則の制定及び改廃に関すること。
　⑵　大会開催に係る重要な事項に関すること。
　⑶　事業計画に関すること。
　⑷　予算及び決算に関すること。
　⑸　その他会長が必要と認める事項に関すること。
４ 　総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。総会に
出席できない委員は代理人によって議決権を行使し、又は書面で議決に加わることができる。この場
合において、当該委員は、出席したものとみなす。
５ 　会長は必要があると認めるときは、委員へ事前に送付した議案に対し書面をもって表決を求め、そ
の結果を総会の議決に代えることができる。

第４章　会長の専決処分
 （会長の専決処分）
第 12条　会長は、総会の権限に属する事項のうち、会議を招集するいとまがない場合における緊急な事
項については、これを専決処分することができる。
２ 　会長は、前項の規定により専決処分したときは、これを次の総会等に報告し、その承認を求めなけ
ればならない。

第５章　事　　務　　局
 （事務局）
第13条　実行委員会の事務を処理するため、事務局を置く。
２　事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第６章　会　　　　　計
 （経　費）
第14条　実行委員会の経費は、補助金、負担金その他の収入をもって充てる。 
 （会計年度） 
第15条　実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。
２ 　実行委員会の会計に関し必要な事項は、会長が定めるもののほか、上山市財務規則（平成７年規則
第18号）の例による。

第７章　解　　　　　散
 （解　散）
第16条　実行委員会は、第３条の目的が達成されたときに解散する。
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 （残余財産の帰属）
第 17条　前条の規定により実行委員会が解散した場合において、その残余財産は、上山市に帰属するも
のとする。

第８章　補　　　　　則
 （補　則）
第18条　この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関して必要な事項は、会長が別に定める。

附　則
 （施行期日）
１　この会則は、令和５年３月17日から施行する。
 （経過措置）
２ 　第15条第１項の規定にかかわらず、実行委員会発足年の会計年度は、この会則の施行の日から令和
５年３月31日までとする。
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　上山市実行委員会事務局規程
第１章　総　　　　　則

 （趣　旨）
第 １条　この規程は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会上山市実行委員会（以下「実行
委員会」という。）会則第15条第２項の規定により、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
上山市実行委員会事務局（以下「事務局」という。）の運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

第２章　事　　務　　局
 （事務局）
第２条　事務局は、上山市教育委員会スポーツ振興課内に置く。
 （業　務）
第３条　事務局は、実行委員会に関する事務を処理する。
 （職　員）
第４条　事務局に次の職員を置く。
　⑴　事務局長　　１名
　⑵　事務局次長　１名
　⑶　事務局員　　若干名
２　前項の職員には、次に掲げるものをもって充てる。
　⑴　事務局長　　上山市教育委員会教育長
　⑵　事務局次長　上山市教育委員会スポーツ振興課長
　⑶　事務局員　　上山市教育委員会スポーツ振興課、上山市スキー連盟、蔵王坊平観光協議会
３ 　会長は、前項に定めるもののほか、特に必要があると認めるときは、事務局員を任命又は採用する
ことができる。
 （職　務）
第５条　事務局長は、会長の命を受け、事務局の事務を総括し、所属の職員を指揮監督する。
２　事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときは、その職務を代理する。
３　事務局員は、上司の命を受け、事務に従事する。

第３章　事　務　の　決　裁
 （専　決）
第６条　事務局長は、次に掲げる事務を専決することができる。
　⑴　事務局次長の服務に関すること。
　⑵　事務局次長の旅行命令に関すること。
　⑶　総会及び常任委員会の庶務に関すること。
　⑷ 　市長の権限に属する事務の補助執行に関する規則（昭和58年規則第21号）別表に定められている
教育長専決事項に相当する事項

　⑸　予算の流用に関すること。
　⑹　第４条第３項に定める職員の任命又は採用に関すること。
２　事務局次長は、次に掲げる事務を専決することができる。
　⑴　事務局職員の服務に関すること。
　⑵　事務局職員の旅行命令並びに役員及び委員等の旅行依頼に関すること。
　⑶　会議の庶務に関すること。
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　⑷ 　上山市事務代決及び専決に関する規程（昭和37年訓令第５号）別表第１⑶財務関係及び⑷予算執
行関係に定められている課長専決事項に相当する事項

　⑸　担当事務に係る軽易及び定例的な事務処理に関すること。
　⑹　前各号に準じる事務に関すること。
３ 　前各項の規定に関わらず、重要又は異例に属すると認められる事項については、上司の決裁を受け
なければならない。
 （代　決）
第 ７条　会長不在のときは副会長が、会長及び副会長がともに不在のときは、事務局長がその事務を代
決する。
２　事務局長が不在のときは、事務局次長がその事務を代決する。
３ 　前各号の規定に関わらず、代決権者において重要若しくは異例に属すると認められる事項について
は、代決することができない。
 （代決した事務の処理）
第 ８条　前条第１項及び第２項の規定により代決した者は、その代決した事務について決裁権者に報告
を要すると認められるときは、速やかに決裁権者に報告しなければならない。

第４章　文　　　　　書
 （記号及び番号）
第 ９条　文書には記号及び一連番号を付さなければならない。ただし、軽易な文書についてはこれを省
略することができる。
２　記号は「上山国実」とする。
 （発信者名）
第 10条　文書の発信者名は、会長名を用いるものとする。ただし、事案の軽易な文書にあっては、事務
局長名を用いることができる。
 （文書の保存）
第11条　処理済みの文書は、編てつし、事務局長が指定する日まで保存しなければならない。
 （準　用）
第 12条　この章に定めるもののほか、文書の取扱いについては、上山市文書規程（平成11年訓令第２号）
の例による。

第５章　公　　　　　印
 （公　印）
第13条　事務局で使用する公印は、別表のとおりとする。
２　前項に定める公印の保管者は、事務局次長とする。
 （準　用）
第 14条　前条に定めるもののほか、公印の取扱いについては、上山市教育委員会公印規程（昭和63年教
委訓令第１号）の例による。

第６章　服務並びに給与及び旅費
 （服　務）
第15条　職員の服務については、上山市役所服務規程（昭和40年訓令第３号）の例による。
 （賃金等）
第16条　第４条第３項に基づく職員の賃金、勤務時間その他の勤務条件については、事務局長が別に定める。
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 （旅　費）
第 17条　職員の旅費の額及びその支給方法については、上山市一般職の職員の旅費に関する条例（昭和
45年条例第５号）の例による。
 （費用弁償）
第 18条　役員及び委員等が会務のため出張したときは、その旅費について費用弁償する。ただし、次に
掲げる市町に居住又は勤務する役員及び委員の会議等出席旅費については、この限りでない。
　　　 山形市、寒河江市、村山市、天童市、東根市、南陽市、山辺町、中山町、河北町、朝日町、大江

町及び白鷹町
２ 　前項の費用弁償の額及びその支給方法は、上山市特別職の職員等の旅費、費用弁償及び実費弁償に
関する条例（昭和45年条例第４号）の例による。

第７章　財　　　　　務
 （予算編成方針）
第 19条　事務局長は、予算を編成しようとするときは、事業計画についてあらかじめ会長の承認を受け
なければならない。
 （出納員）
第20条　事務局に出納員を置く。
２　出納員は、事務局員の中から事務局長が別に指名する。
３　出納員は、出納その他の会計事務を行う。
 （金融機関の指定）
第21条　現金の出納は、事務局長が指定する金融機関を通して取扱うものとする。
 （決　算）
第 22条　事務局長は、出納に関する事務を完了したときは、速やかに歳入・歳出決算書を作成し、証拠
書類を添付して会長に提出しなければならない。
 （剰余金の翌年度繰越）
第23条　各会計年度において、決算上剰余金を生じたときは、翌年度の歳入に繰り入れなければならない。
 （準　用）
第 24条　この章に定めるもののほか、予算、決算、契約、収入、支出その他財務会計に関する事項につ
いては、上山市財務規則（平成７年規則第18号）の例による。

第８章　補　　　　　則
 （補　則）
第25条　この規程に定めるもののほか、事務局の運営に関して必要な事項は、事務局長が別に定める。

附　則
　この規程は、令和５年２月17日から施行する。

別表（第14条関係）
公　印　の　名　称 形　状 寸　法 書　体

第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
上山市実行委員会会長之印 正方形 30mm てん書

第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会
上山市実行委員会事務局長之印 正方形 27mm てん書
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　最上町実行委員会
 （順不同・敬称略）
会　　　長　　髙　橋　重　美

副　会　長　　伊　藤　一　雄　　伊　藤　　　勝　　中　嶋　晴　幸　　大　場　　　聡　　板　垣　太　郎

顧　　　問　　菅　　　義　治

委　　　員　　板　垣　由紀子　　高　橋　浩　康　　五十嵐　浩　一　　齊　藤　博　幸　　阿　部　信　幸

　　　　　　　野　口　勝　世　　阿　部　　　剛　　伊　藤　和　久　　髙　橋　喜代美　　菅　　　智　子

　　　　　　　板　垣　誠　弘　　金　田　敏　幸　　松　田　智　哉　　菅　嶋　真　聡　　今　田　裕　史

　　　　　　　菅　嶋　常　也　　曽根田　哲　心　　髙　橋　昌　裕　　笠　原　信　吾　　新　井　隆　一

　　　　　　　笠　原　　　栄　　髙　橋　　　治　　石　山　崇　人　　森　　　勇　樹　　奥　山　明　洋

　　　　　　　大　沼　翔　平　　橋　本　　　正　　佐　藤　　　隆　　奥　山　勝　明　　阿　部　多美穂

　　　　　　　笠　原　啓　一　　赤　塚　博　幸　　髙　橋　晋　也　　大　町　由美子　　沼　澤　直　人

　　　　　　　柴　崎　貴　寿　　田　中　清　治　　佐　藤　正　市　　阿　部　賢　一　　宮　嶋　慎一郎

　　　　　　　佐　藤　亮　一　　結　城　智　裕

71



第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　最上町実行委員会会則
第１章　総　　　　　則

 （名称及び事務所）
第 １条　本会は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会最上町実行委員会（以下「実行委員会」
という。）と称し、事務局を最上町中央公民館に置く。
 （目　的）
第 ２条　実行委員会は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会（以下「大会」という）の開
催に必要な準備と大会の運営に関する業務を行うことを目的とする。
 （業　務）
第３条　実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　⑴　大会の運営に必要な総合企画に関すること。
　⑵　関係機関、団体との連絡調整に関すること。
　⑶　競技運営に関すること。
　⑷　大会等の運営に必要な宿泊、交通、警備、医務及び施設整備計画に関すること。
　⑸　予算及び決算に関すること。
　⑹　その他目的を達成するために必要なこと。

第２章　組　　　　　織
 （組　織）
第 ４条　実行委員会は、行政機関の職員並びに関係機関、団体の代表者及び体育団体の役員並びに学識
経験者のうちから、会長が委嘱した委員をもって組織する。
 （役　員）
第５条　実行委員会に次の役員をおく。
　⑴　会　長　　　１名
　⑵　副会長　　若干名
　⑶　専門部員　若干名
　⑷　監　事　　　２名
 （役員の選出）
第６条　会長は最上町長をもって充てる。
２　副会長、専門部員は、委員のうちから会長が委嘱する。
３　監事は、最上町代表監査委員及び会計管理者をもって委嘱する。
 （役員の職務）
第７条　会長は実行委員会を代表し、会務を総理する。
２ 　副会長は会長を補佐し会長に事故あるときは、会長があらかじめ指名した順序によりその職務を代
理する。
３　専門部員は、専門部会を構成し、第12条第２項に定める事項を審査する。
４　監事は、財務会計について監査する。
 （任　期）
第 ８条　委員及び役員の任期は、本会の目的が達成されたときまでとする。ただし、役職により選任さ
れた者が、その職を有しなくなったときはその職を失うものとし、後任者は前任者の職務を引き継ぐ
ものとする。
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 （顧問及び参与）
第９条　実行委員会に顧問及び参与を置くことができる。
２　顧問及び参与は、会長が委嘱し会務に関する諮問に応ずる。

第３章　会　　　　　議
 （会　議）
第10条　実行委員会には次の会議を置く。
　⑴　総　会
　⑵　専門部会
 （総　会）
第11条　総会は第４条の委員をもって構成する。
２　総会は、必要に応じて会長が招集し、次の事項を審議し決定する。
　⑴　会則の制定及び改廃に関すること。
　⑵　大会等の開催及び運営の基本方針に関すること。
　⑶　予算及び決算に関すること。
　⑷　専門部会への委任事項に関すること。
第12条　その他重要事項に関すること。
２　総会の議長は、会長がこれにあたる。
３　総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数の場合は議長が決定する。

第４章　専　門　部　会
 （専門部会）
第13条　本会に専門的事項を処理するために専門部会を設けることができる。
２　専門部会の部員は会長が委嘱する。
３　専門部会は、実行委員会から付託された事項を調査、研究し、立案したものを実行委員会に報告する。
４　第８条の規定は専門部員の任期について準用する。
５　専門部会に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第５章　専　決　処　分
 （専決処分）
第 14条　会長は総会を招集するいとまがないと認められるときは、その議決すべき事項について、これ
を専決処分することができることが会長は、前項に規定により専決処分をしたときは、次の総会に報
告し、その承諾を得なければならない。

第６章　事　　務　　局
（事務局）
第15条　実行委員会の事務を処理するため、事務局をおく。
２　事務局に必要な事項は、会長が別に定める。

第７章　財　　　　　務
 （財　務）
第16条　実行委員会の経費は、補助金、負担金、及びその他の収入をもって充てる。
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 （会計年度）
第17条　実行委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

第８章　補　　　　　則
 （補　則）
第18条　この会則に定めるもののほか、実行委員会の運営に関して必要な事項は会長が別に定める。

附　則
１　この会則は令和４年５月９日から施行する。
２ 　第16条の規定にかかわらず、発足当初の会計年度はこの会則施行の日から令和５年３月31日までと
する。
３　この会則は令和５年６月29日から改正施行する。
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会　最上町実行委員会事務局規程
第１章　総　　　　　則

 （趣　旨）
第 １条　この規定は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会最上町実行委員会会則第14条第
２項の規定に基づき、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会最上町実行委員会事務局（以
下事務局という。）の組織、運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

第２章　事　　務　　局
 （所　在）
第２条　事務局は、最上町教育委員会国民スポーツ大会推進室に置く。
 （業　務）
第 ３条　事務局は、第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会最上町実行委員会（以下、「町実行
委員会」という）に関する事務を処理する。
 （職　員）
第４条　事務局に次の職員をおく。
　⑴　事務局長　　　１名　　最上町教育長
　⑵　事務局次長　　１名　　教育文化課長
　⑶　事務局員　　若干名　　国スポ推進室職員
２ 　会長は、特に必要があると認めるときは、前期に定めるもののほか職員を任命、又は委嘱すること
ができる。
 （職　務）
第５条　事務局長は会長の命を受け、事務局の事務を統括し、所属職員を指揮監督する。
２　事務局次長は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときはその職務を代行する。
３　事務局員は上司の命を受け、事務に従事する。

第３章　事 務 の 執 行
 （事務処理）
第６条　町実行委員会の事務処理は、最上町の事務処理等に関する規程・規則を準用して執り行う。
 （契　約）
第７条　町実行委員会の契約行為は、最上町財務規則等に準用して執り行う。

第４章　文　　　　　書
 （記号及び番号）
第８条　文書には記号及び一連番号を付す。ただし、軽易な文書についてはこれを省略することができる。
第９条　記号は「最上国スポ」とする。
 （発信者名）
第 10条　文書の発信名は会長名を用いるものとする。ただし、事案の軽易な文書については、事務局長
名を用いることができる。
 （文書の保存）
第11条　　処理済みの文書は、事務局長が指定する日まで保存しなければならない。
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 （準　用）
第 12条　この章に定めるもののほか、文書の取り扱いについては、最上町教育委員会の文書の取り扱合
いに関する規程を準用する。

第５章　公　　　　　印
 （公　印）
第13条　事務局で使用する公印は別表に掲げるとおりとする。
２　前項に定める公印の保管者は、事務局次長とする。
 （準　用）
第 14条　前条に定めるもののほか、公印の取り合扱いについては、最上町教育委員会公印規則の定めを
準用する。

第６章　服務並びに旅費
 （服　務）
第15条　職員の服務については、最上町職員の服務規程による。
 （旅　費）
第16条　職員の旅費の額及びその支給方法については、最上町の旅費支給に関する規程を準用する。
 （費用弁償）
第17条　役員、委員及び専門部員等が会務のために出張したときは、その旅費について費用を弁償する。
２　費用弁償の額及び支給方法については、最上町の費用弁償支給に関する規程を準用する。

第７章　財　　　　　務
 （予算編成方針）
第 18条　事務局長は、予算編成に先立ち、事業計画についてあらかじめ会長の承認を受け予算方針を決
定しなければならない。
 （出納員）
第19条　事務局に出納員をおく。
２　出納員は、事務局員の中から事務局長が指名する。
３　出納員は、出納その他の会計事務を行う。
 （金融機関の指定）
第20条　現金の出納は、事務局長が指定する金融機関を通して行うものとする。
 （決　算）
第 21条　事務局長は、出納に関する事務を完了したときは、速やかに歳入。歳出決算書を作成し、証拠
書類を添付して会長に提出しなければならない。
 （剰余金の取り扱い）
第22条　会計年度において、決算上剰余金が生じたときは、翌年度の歳入に繰り入れなければならない。
 （準　用）
第 23条　この章に定めるもののほか、予算、決算、契約、収入、支出、その他財務会計に関する事項に
ついては、最上町の財務会計に関する諸規程を準用する。
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第８章　補　　　　　則
 （補　則）
第24条　この規程に定めるもののほか、事務局の運営に関して必要な事項は、事務局長が別に定める。

附　則
　この規程は、令和４年５月９日から施行する。

別　表　
公印の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　印影　　　　　　　　

最上町実行委員会会長の印
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実施本部　組織図
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形市実施本部　組織図
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会上山市実施本部　組織図
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第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会最上町実施本部　組織図
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宿　泊　要　項
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輸送交通要項

85



86



医療救護要項
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都道府県別参加人数一覧表
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種目別参加人数一覧表
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大会参加者数
１　本部役員・監督・選手別参加人数 （人）

項　　　目
第78回 特別 第77回 第75回 第74回

やまがた雪未来国スポ いわて八幡平白銀国体 美の国あきた鹿角国体2022 とやま・なんと国体2020 くしろさっぽろ国体
本 部 役 員 327 355 340 335 350 
監督・選手 1,367 1,377 1,337 1,434 1,464 
合　　　計 1,694 1,732 1,677 1,769 1,814 

※第76回［美の国あきた鹿角国体」は新型コロナウイルス感染拡大のため中止

２　種目別参加人数（選手） （人）

項　　　目
第78回 特別 第77回 第75回 第74回

やまがた雪未来国スポ いわて八幡平白銀国体 美の国あきた鹿角国体2022 とやま・なんと国体2020 くしろさっぽろ国体
参加都道府県数 人数 参加都道府県数 人数 参加都道府県数 人数 参加都道府県数 人数 参加都道府県数 人数

ジャイアントスラローム 47 749 47 742 47 725 47 782 47 783 
スペシャルジャンプ 15 77 14 78 16 87 19 91 19 95 
コンバインド 13 51 11 49 16 58 17 72 18 77 
クロスカントリー 38 406 36 424 36 392 35 422 37 448 

リレー 22 293 21 284 24 287 25 317 23 319 
計 47 1,576 47 1,577 47 1,549 47 1,684 47 1,722 

※人数については延べ人数

３　役員及び実施本部員 （人）

区　分 会　場 2／13 
（火）

2／14 
（水）

2／15 
（木）

2／16 
（金）

2／17 
（土）

2／18 
（日）

2／19 
（月）

2／20 
（火）

2／21 
（水）

2／22 
（木）

2／23 
（金）

2／24 
（土）

計
（延べ）

競技役員

ジャイアントスラローム
（最上町） 15 13 20 25 95 94 55 91 111 190 188 203 1,100

クロスカントリー
（上山市） 0 2 19 19 29 33 34 42 77 89 89 87 520

ジャンプ
（山形市） 0 3 4 3 27 33 31 64 97 98 94 0 454

実施本部員

ジャイアントスラローム
（最上町） 48 51 45 17 30 27 24 36 40 59 61 60 498

クロスカントリー
（上山市） 0 2 2 3 3 3 3 3 16 42 46 43 166

ジャンプ
（山形市） 10 12 7 7 2 1 10 6 20 20 20 3 118

山形県実施本部 10 10 10 10 14 135 10 17 157 49 49 98 569
組　織　委　員 0 0 1 3 0 0 23 23 23 23 23 23 142
合　　　　計 83 93 108 87 200 326 190 282 541 570 570 517 3,567

※人数については延べ人数

４　自衛隊協力員 （人）

区　分 会　場 2／13 
（火）

2／14 
（水）

2／15 
（木）

2／16 
（金）

2／17 
（土）

2／18 
（日）

2／19 
（月）

2／20 
（火）

2／21 
（水）

2／22 
（木）

2／23 
（金）

2／24 
（土） 合計

自衛隊
協力隊員

ジャイアントスラローム
（最上町） 0 0 0 0 35 35 35 35 35 35 35 35 280

クロスカントリー
（上山市） 0 0 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 200

ジャンプ
（山形市） 0 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 0 400

合　　　　計 0 40 60 60 95 95 95 95 95 95 95 55 880
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５　報道関係 ６　視察員
報道関係 38社 視察員 90人

７　式典参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）
区　分 開始式 表彰式 合　計
登壇者 15 13 28
大会役員 143 30 173
競技会役員 46 18 64
組織委員 2 2 4
招待者 70 22 92

都道府県選手団 416 69 485
視察員 82 9 91
報道員 62 19 81
出演者等 418 1 419
一般観覧者 476 1 477
県実施本部員 87 41 128
合　計 1,817 225 2,042 

８　一般観覧者（競技会場） （人）

種　　　目 会　　　場 ２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 合　計

ジャイアントスラローム 最上町 
赤倉温泉スキー場 520 1,140 1,450 1,270 4,380 

クロスカントリー 
コンバインクロスカントリー

上山・坊平高原 
クロスカントリー競技場 1,050 1,600 1,500 4,150 

スペシャルジャンプ 
コンバインドジャンプ

山形市 
蔵王ジャンプ台 

（アリオンテック　蔵王シャンツェ）
500 800 300 1,600 

９　来場者（雪未来ひろば） （人）

歓迎・交流 会　　　場 ２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 合　計

雪未来ひろば やまぎん県民ホール前 1,970 630 3,320 3,090 9,010 

10　「やまがた雪未来国スポ」国スポチャンネル視聴者数　　　　　　　　 （人）

区分 ２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 合　計

視聴数（PV）数 52,906 51,701 37,499 26,883 168,989 
閲覧人数（ユーザ数） 4,385 7,151 4,358 2,993 18,887 

※情報提供：日本スポーツ協会

11　全国会議等出席者 （人）
会　議　名 区　　　分 日　　　時 会　　　場 出席者数
全国代表者会議 ２月20日（火） 13:00～ 山形テルサ 

「テルサホール」
125

全国報道員会議 ２月20日（火） 15:00～ 64

監督会議
ジャイアントスラローム ２月20日（火） 17:00～ 最上町中央公民館「大ホール」 105
クロスカントリー ２月20日（火） 14:30～ 山形テルサ「交流ラウンジ」 50

スペシャルジャンプ・コンバインド ２月20日（火） 14:30～ 山形テルサ「会議室」 48
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各種業務実績
１　弁当調達実績 （個）

区　分 ２月14日 
（水）

２月15日 
（木）

２月16日 
（金）

２月17日 
（土）

２月18日 
（日）

２月19日 
（月）

２月20日 
（火）

２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 計

斡旋弁当 12 98 170 250 329 414 399 285 1,957
支給弁当 62 108 124 172 570 184 241 934 434 438 281 3,548
合　計 62 108 124 184 668 354 491 1,263 848 837 566 5,505

２　医療救護実績 （人）
日　　程

会　　場
２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 計 備　　　考

やまぎん県民ホール 4 0 0 0 4 内科４（式典出演者4）
（内救急搬送） 0 0 0 0 0

山形テルサ 0 0 0 0 0
（内救急搬送） 0 0 0 0 0

ジャイアントスラローム 0 0 0 0 0
（内救急搬送） 0 0 0 0 0

クロスカントリー 0 0 0 1 1 内科1（選手1）
（内救急搬送） 0 0 0 0 0

ジャンプ 0 2 0 0 2 外科2（選手2）
（内救急搬送） 0 1 0 0 1
合　　計 4 2 0 1 7

（内救急搬送） 0 1 0 0 1

３　配宿実績 （泊）

区　　　分 ２月17日 
（土）

２月18日 
（日）

２月19日 
（月）

２月20日 
（火）

２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 計

選手・監督 122 465 1,205 1,598 1,689 1,550 1,199 79 7,907
大会役員・競技会役員・招待者 3 23 31 43 53 45 45 11 254
都道府県本部役員 0 5 44 155 245 252 218 44 963

視察員 0 3 7 19 41 38 32 10 150
競技役員 30 37 62 118 180 188 135 4 754
自衛隊 91 91 91 91 91 59 59 0 573
報道員 0 0 0 17 29 29 29 15 119

合　　　計 246 624 1,440 2,041 2,328 2,161 1,717 163 10,720

４　輸送交通実績（輸送バス） （便）

区　　　　　分 ２月20日 
（火）

２月21日 
（水）

２月22日 
（木）

２月23日 
（金）

２月24日 
（土） 計

最上町役場⇔赤倉温泉スキー場 0 0 16 16 16 48
新庄市内・瀬見温泉⇔赤倉温泉スキー場 8 8 8 8 8 40
川渡温泉・東鳴子温泉・鳴子温泉・中山平温泉
⇔赤倉温泉スキー場＜ルート①＞ 8 8 8 8 8 40

川渡温泉・東鳴子温泉・鳴子温泉・中山平温泉
⇔赤倉温泉スキー場＜ルート②＞ 8 8 8 8 8 40

上山市内⇔坊平高原 0 10 18 22 20 70
蔵王温泉バスターミナル⇔坊平高原
～競技会場間往復バス ～ 0 0 8 18 6 32

計 24 34 66 80 66 270
※ 川渡温泉・東鳴子温泉・鳴子温泉・中山平温泉⇔赤倉温泉スキー場は、「ルート①」と「ルート②」があり、それぞれ
のルートで乗降所が異なる。
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経　過　概　要
令和３年１月 （公財）日本スポーツ協会及び文部科学省が、令和６年開催の第７８回国民スポーツ大会冬季大

会スキー競技会について、山形県、山形県教育委員会及び（公財）山形県スポーツ協会に対して
開催を要請

8 . 6 山形県、山形県教育委員会及び（公財）山形県スポーツ協会が、ジャンプ競技及びコンバインド
競技（ジャンプ）について、山形市及び山形市教育委員会に対して開催を要請

8 . 6 山形県、山形県教育委員会及び（公財）山形県スポーツ協会が、クロスカントリー競技及びコ
ンバインド競技（クロスカントリー）について、上山市及び上山市教育委員会に対して開催を
要請

8 . 6 山形県、山形県教育委員会及び（公財）山形県スポーツ協会が、アルペン競技について、最上町
及び最上町教育委員会に対して開催を要請

8 . 23 上山市及び上山市教育委員会が、クロスカントリー競技及びコンバインド競技（クロスカント
リー）の会場地として開催を承諾

8 . 23 最上町及び最上町教育委員会が、アルペン競技の会場地として開催を承諾
8 . 26 山形市及び山形市教育委員会が、ジャンプ競技及びコンバインド競技（ジャンプ）の会場地と

して開催を承諾
9 . 1 山形県、山形県教育委員会及び（公財）山形県スポーツ協会が、（公財）日本スポーツ協会及び文部

科学省に「開催受諾書」を提出
9 . 30（公財）日本スポーツ協会及び文部科学省が、山形県、山形県教育委員会及び（公財）山形県スポー

ツ協会に「開催決定書」を交付
令和４ 1 . 11 第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県準備委員会を設立

2 . 2 大会ホームページを開設
3 . 3 令和３年度第４回国民体育大会委員会において、大会会期・会場が承認
3 . 7 テーマ・スローガンの募集を開始（～R4.4.28）
5 . 9 最上町実行委員会設立総会を開催
5 . 27 第２回会場地調整会議を開催
5 . 31 第１回テーマ・スローガン・シンボルマーク選定委員会を開催（テーマ・スローガンを選定）
5 . 31 第１回競技運営会議を開催
6 . 15 テーマ・スローガンを国体委員長が承認
6 . 24 第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会山形県実行委員会設立総会及び第１回常任委

員会を開催
6 . 24 テーマ・スローガンを発表、及びテーマ・スローガン最優秀賞表彰式を開催
6 . 27 シンボルマークの募集を開始（～R4.8.12）
8 . 5 第２回競技運営会議を開催
8 . 25 令和４年度第２回国民体育大会委員会において、中央競技役員数及び所要経費基準が承認
8 . 31 第２回テーマ・スローガン・シンボルマーク選定委員会を開催（シンボルマークを選定）
10 . 11 第３回会場地調整会議、第３回競技運営会議を開催
10 . 14 シンボルマークを国体委員長が承認
10 . 24 第３回テーマ・スローガン・シンボルマーク選定委員会を開催（公式ポスターを選定）
11 . 7 第４回会場地調整会議を開催
11 . 11 山形県実行委員会第２回常任委員会を開催（書面）
12 . 9 令和４年度第３回国民体育大会委員会において、実施要項及び公式ポスターが承認
12 . 22 知事定例記者会見において、シンボルマーク及び公式ポスターを発表
12 . 23 第４回競技運営会議を開催
12 . 26 シンボルマーク最優秀賞表彰式を開催
12 . 27 山形市実行委員会設立総会を開催

令和５ 2 . 17 上山市実行委員会設立総会を開催
3 . 22 第５回会場地調整会議、第５回競技運営会議を開催
4 . 21 第６回会場地調整会議を開催

94



4 . 27（開催300日前）やまがた雪未来国スポ協賛車両受渡式を開催
5 . 19 第６回競技運営会議を開催
6 . 6 令和５年度第１回国民スポーツ大会委員会において、競技別実施要項の変更が承認
6 . 13 山形市実行委員会第２回総会を開催
6 . 22 山形県実行委員会第２回総会を開催
6 . 29 最上町実行委員会令和５年度第１回総会を開催
7 . 3 上山市実行委員会第２回総会を開催
7 . 13 公益財団法人ミズノスポーツ振興財団助成金贈呈式を開催
8 . 5 （開催200日前）山形花笠まつりパレードに参加
8 . 8 第７回競技運営会議を開催
9 . 4 第１回来会意向調査を開始
9 . 27 第７回会場地調整会議を開催
10 . 19 ＰＲステッカー×郵便配達車出発式を開催
10 . 20 第８回競技運営会議を開催
10 . 25 第１回報道委員会を開催
11 . 7 第１回組織委員会を開催
11 . 13（開催100日前）やまがた雪未来国スポカウントダウンボード除幕式を開催
11 . 14 山形県庁、山形市役所、上山市役所、最上町役場、JR山形駅、JRかみのやま温泉駅、川の駅ヤ

ナ茶屋もがみにカウントダウンボードを設置
11 . 17 第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会における陸上自衛隊の支援に関する協定締結

式を開催
11 . 17 山形県実行委員会第３回常任委員会を開催
11 . 27 第７８回国民スポーツ大会冬季大会スキー競技会における陸上自衛隊の協力に関する覚書交換

式を開催
12 . 4 報道委員会現地視察を実施
12 . 21 第２回報道委員会を開催
12 . 22 第８回会場地調整会議、第９回競技運営会議を開催
12 . 22 第２回来会意向調査及び宿泊申込を開始

令和６ 1 . 30 大会参加申込期限
2 . 6 第２回組織委員会を開催
2 . 17 大会実施本部、配宿センターを開設
2 . 19 第３回組織委員会を開催
2 . 20 全国代表者会議、全国報道員会議、主催者連絡会議及び監督会議を開催
2 . 20 記録本部、プレスセンターを開設
2 . 21 やまがた雪未来国スポ開始式
2 . 22 スキー競技会（ジャイアントスラローム、クロスカントリー、スぺシャルジャンプ、コンバイ 
～ 24 ンド）を実施
2 . 24 やまがた雪未来国スポ表彰式
3 . 5 令和５年度第４回国民スポーツ大会委員会において、開催結果を報告
3 . 19 山形県実行委員会第３回総会（解散総会）を開催（書面）
3 . 25 山形市実行委員会第３回総会（解散総会）を開催
3 . 28 上山市実行委員会第３回総会（解散総会）を開催（書面）
3 . 29 最上町実行委員会総会（解散）を開催
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成果品（チラシ「雪未来ひろば」）
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国スポパートナー

株式会社ヤマコー　第一貨物株式会社　日新製薬株式会社　山形県スポーツ用品小売商業協同組合　東北電力株式会社山形支店
山形酸素株式会社　山形県建設業協会　株式会社ウエノ　株式会社新庄・鈴木・柴田組　ヤマリョー株式会社　大和工営株式会社

株式会社荘内銀行　株式会社渡会電気土木　株式会社かわでん　公益社団法人山形県観光物産協会
株式会社ステージアンサンブル東北　株式会社丸徳ふるせ　赤倉温泉観光協会　ニューグランドホテル　山形国際ホテル

株式会社北山建設　株式会社大沼建設　山形信用金庫　株式会社大場組　株式会社結城測量設計コンサルタント　蔵王温泉観光協会
株式会社三幸ソーイング　株式会社蔵王自動車学園　アイジー工業株式会社　日東ベスト株式会社　山形ガス株式会社

株式会社ニューメディア　有限会社設楽塗装工業　升川建設株式会社　鶴岡信用金庫　株式会社大場広告美術　Ｊ-style鍼灸接骨院
山新建装株式会社　山形県信用保証協会　株式会社もがみ物産協会　エムテックスマツムラ株式会社　株式会社ミクロ
アイ・エム・マムロ株式会社　株式会社ユニバーサル・ライフ　株式会社本間利雄設計事務所　東北労働金庫山形県本部

GROUPE ROSSIGNOL株式会社　藤庄印刷株式会社　山形ワシントンホテル株式会社　モガミフーズ株式会社
株式会社アクセスよねざわ　株式会社ジョイン　最上町観光協会　株式会社島津板金製作所　株式会社小澤商店　株式会社ゴトウ通信

安部建設株式会社　有限会社山口畜産　MCCスポーツ株式会社　ミドリオートレザー株式会社　山形県信用組合協会
紫金園 須藤ぶどう酒　太田建設株式会社　日本ケーブル株式会社東北支店　株式会社メコム　株式会社大風印刷

黒澤建設工業株式会社　日建リース工業株式会社仙台支店　渋谷建設株式会社　株式会社千歳建設　蔵王坊平観光協議会
山形空港ビル株式会社　山形パナソニック株式会社　道の駅あつみ しゃりん　こくみん共済coop山形推進本部
さくらんぼカントリークラブ　山形菅公学生服株式会社　有限会社パソコンサポート山形　天童カントリークラブ

株式会社山形メタル　最上広域森林組合　大蔵村　株式会社三和技術コンサルタント　JA新庄市　株式会社ダイバーシティメディア
株式会社庄交コーポレーション　ベア・ロジコ株式会社　社会福祉法人長井福祉会　株式会社山形ビルサービス　大井建設株式会社
山形県農業共済組合　山形中央郵便局　みちのく村山農業協同組合　公益社団法人山形県水質保全協会　株式会社エイアンドシー
株式会社チェリーランドさがえ　株式会社佐藤工務　株式会社庄内ゴルフ倶楽部　株式会社ニッカボッカトレーディングハウス

岡崎医療株式会社　丸菱食品株式会社　山形県酪農業協同組合　有限会社唐澤物流サービス　株式会社三和食品
株式会社最上町地域振興公社　株式会社アイシージャパン　新庄信用金庫　株式会社カトーコーポレーション　佐藤電気管理事務所
ペンションPAL＆Blunch　日本地下水開発株式会社　株式会社山形県観光物産会館　たいようパン株式会社　株式会社小川建設

株式会社MGM　e-Trust有限会社　株式会社山形ピッグファーム　一般社団法人山形県薬剤師会　加藤総業株式会社　株式会社三和
株式会社みかわ振興公社　株式会社サンテック　朝日町　社会医療法人公徳会　株式会社全農ライフサポート山形

ホテルキャピタルイン山形　山形航空電子株式会社　米沢スキー場　公益財団法人やまがた健康推進機構　株式会社工藤ヤ
山形農業協同組合　松山観光バス株式会社　山形県森林組合連合会　大場印刷株式会社　佐川急便株式会社山形営業所

セイコータイムクリエーション株式会社　積水ハウス株式会社山形支店

冬季国スポパートナー

冬季国スポスポンサー

冬季国スポサポーター

プログラム等印刷物広告協賛

冬季国スポサプライヤー

協賛企業・団体一覧（敬称略）
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